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◉
論
考

一　
仁
斎
四
端
の
説
と
そ
の
評
価

伊
藤
仁
斎
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
四
端
の
説
の
、
た
と
え
ば
「
惻
隠
の
心
は

仁
の
端
な
り
」
の
「
端
」
を
従
来
の
よ
う
に
仁
へ
い
た
る
い
と
ぐ
ち
と
解
釈
せ
ず
、

「
本
」
と
解
し
た
。
つ
ま
り
、
惻
隠
の
心
こ
そ
が
「
仁
」
な
の
だ
と
言
っ
た
。
同
様

に
、
羞
悪
の
心
は
義
へ
い
た
る
い
と
ぐ
ち
な
ど
で
は
な
く
、
羞
悪
の
心
そ
の
も
の

が
「
義
」
な
の
だ
と
言
っ
た
。
辞
譲
の
心
も
是
非
の
心
も
、
そ
の
ま
ま
「
礼
」「
智
」

な
の
だ
と
言
っ
た
。
こ
れ
ら
の
説
は
『
孟
子
古
義
』『
語
孟
字
義
』『
童
子
問
』
な

ど
に
詳
し
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
息
子
伊
藤
東
涯
の
『
訓
幼
字
義
』
か
ら
引
い
て

お
こ
う
。

四
端
と
い
ふ
こ
と
は
、
は
し
め
て
孟
子
に
あ
ら
は
る
、
人
々
に
具
り
た
る
善

心
、
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
譲
、
是
非
の
四
の
心
を
い
ふ
、
即
仁
義
礼
智
の
根
本

な
り
、
惻
隠
と
い
ふ
は
、
物
を
不
便
に
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
、
羞
悪
と
い
ふ
は
、

わ
か
あ
し
き
事
を
は
ち
、
人
の
あ
し
き
事
を
に
く
む
心
、
辞
譲
と
い
ふ
は
、

わ
か
取
ま
し
き
物
は
、
辞
退
し
ゆ
つ
る
心
、
是
非
と
い
ふ
は
、
物
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
、
わ
き
ま
ふ
る
心
、
此
四
の
こ
ゝ
ろ
は
、
凡
、
人
た
る
も
の
、
生

れ
つ
か
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
故
に
孟
子
に
曰
、
人
之
有
二
斯
四
端
一
也
、

猶
三
其
有
二
四
体
一
也
、
又
曰
、
惻
隠
之
心
、
仁
之
端
也
、
羞
悪
之
心
、
義
の

端
也
、
辞
譲
の
心
、
礼
之
端
也
、
是
非
之
心
、
智
之
端
也
と
、
こ
れ
を
端
と

い
ふ
は
、
端
は
根
本
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、
此
の
四
の
こ
ゝ
ろ
を
を
し
ひ
ろ

む
る
と
き
は
、
仁
義
礼
智
の
徳
を
成
す
と
い
ふ
意
に
て
、
こ
れ
を
四
端
と
い

ふ
、
後
世
端
を
訓
し
て
緒
イ
ト
ク
チと
す
る
は
非
な
り
、
宋
朝
已
来
、
仁
義
礼
智
を
人

の
性
に
具
り
た
る
未
発
の
理
と
立
ら
れ
た
る
ゆ
へ
に
、
四
端
の
端
を
端
緒
と

訓
す
る
は
孟
子
の
意
に
あ
ら
す
、（
享
保
二
年
自
序
、
宝
暦
九
年
刊
『
訓
幼
字

義
』
巻
七
「
四
端
之
心
」）

こ
の
仁
斎
の
四
端
説
は
、
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
も
「
四
端
説
」
の
項
目
の
中
で

紹
介
し
、『
孟
子
古
義
』
か
ら
該
当
本
文
を
引
い
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
説

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
四
端
説
が
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
徳
と
性
の
関
係
を
根

本
的
に
逆
転
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

仁
斎
は
『
孟
子
古
義
』
巻
二
で
、
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
譲
、
是
非
の
心
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
仁
、
義
、
礼
、
智
の
本
で
あ
り
、
こ
の
心
を
よ
く
拡
充
す
れ
ば
、
仁
義
礼

智
の
徳
を
成
す
と
言
う
。「
先
儒
、
仁
義
礼
智
を
も
っ
て
性
と
な
す
。
故
に
端
を
解

し
て
緒
と
為
し
、
も
っ
て
仁
義
礼
智
の
端
緒
の
外
に
見あ
ら

わ
る
と
な
す
は
、
誤
り
な

り
」
と
明
言
す
る
。
先
儒
は
、
仁
義
礼
智
を
性
（
本
）
と
し
、
そ
の
性
が
外
に
現

れ
た
の
が
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
譲
、
是
非
の
心
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
は
逆
だ
。
こ
の

四
端
の
心
は
、
四
体
を
そ
の
身
に
具
え
て
い
る
こ
と
と
同
様
、
自
己
に
固
有
の
も

倫
理
の
展
開
　
―
仁
斎
四
端
説
の
視
点
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ�

西
田
　
耕
三
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の
で
あ
る
。
先
儒
は
、「
四
端
の
心
が
我
に
在
る
」
と
い
う
『
孟
子
』
の
言
葉
を
、

随
処
に
四
端
の
心
を
発
見
し
て
そ
の
「
本
然
の
量
を
充
満
す
る
」（
仁
義
礼
智
の
性

を
満
た
し
て
い
く
）
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
違
う
。
四
端
の
心
の
発
現
は
、

目
が
あ
れ
ば
見
、
耳
が
あ
れ
ば
聴
く
よ
う
に
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
ど
う

し
て
発
見
を
待
っ
て
拡
充
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
惻
隠
の
心
が
単
に
仁

の
い
と
ぐ
ち
に
す
ぎ
な
い
の
な
ら
、
仁
が
倫
理
の
本
体
で
あ
り
、
惻
隠
の
心
は
そ

の
表
れ
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
そ
の
場
合
、
仁
は
性
で
あ
り
、
惻
隠
の
心
は
徳
で
あ

る
。
あ
く
ま
で
も
人
間
の
本
性
に
し
み
こ
ん
だ
「
性
」
は
「
仁
」
で
あ
り
、「
惻

隠
」
は
そ
の
表
出
さ
れ
た
「
徳
」
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
現
実
を
見
わ
た
し
た
仁
斎

は
こ
の
考
え
に
我
慢
な
ら
な
か
っ
た
。
惻
隠
こ
そ
が
「
性
」
な
の
で
は
な
い
か
。

『
語
孟
字
義
』「
仁
義
礼
智
」
第
三
条
は
こ
の
こ
と
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。

仁
義
礼
智
の
四
者
は
、
み
な
道
徳
の
名
に
し
て
、
性
の
名
に
あ
ら
ず
。
道
徳

と
は
、
徧あ
ま
ねく

天
下
に
達
す
る
を
も
っ
て
言
う
。
一
人
の
有
す
る
と
こ
ろ
に
あ

ら
ず
。
性
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
お
の
れ
に
有
す
る
を
も
っ
て
し
て
言
う
。
天
下

の
該か

ぬ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
性
と
道
徳
と
の
弁
な
り
。（
略
）
漢
唐
の

諸
儒
よ
り
、
宋
の
濂れ
ん

渓け
い

先
生
に
至
る
ま
で
、
み
な
仁
義
礼
智
を
も
っ
て
徳
と

し
て
、
い
ま
だ
か
つ
て
異
議
有
ら
ず
。
伊い

川せ
ん

に
至
っ
て
、
始
め
て
仁
義
礼
智

を
も
っ
て
性
の
名
と
し
て
、
性
を
も
っ
て
理
と
す
。
こ
れ
よ
り
し
て
学
者
み

な
仁
義
礼
智
を
も
っ
て
理
と
し
性
と
し
て
、
徒い
た
ずら

に
そ
の
義
を
理
会
し
、
復

た
力
を
仁
義
礼
智
の
徳
に
用
い
ず
、
そ
の
功
夫
受
用
に
至
っ
て
は
、
す
な
わ

ち
別
に
持
敬
・
主
静
・
良
知
を
致
す
等
の
条
目
を
立
て
て
、
復
た
孔
子
の
法

に
狥し
た
がわ

ず
。（
日
本
思
想
大
系
『
伊
藤
仁
斎　

伊
藤
東
涯
』。
清
水
茂
校
注
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）

伊
藤
東
涯
の
『
弁
疑
録
』
巻
一
は
、
少
し
観
点
を
広
げ
て
わ
か
り
や
す
く
次
の

よ
う
に
言
う
。「
仁
義
礼
智
は
人
事
に
し
て
、
心
性
の
名
に
非
ず
。
専
ら
人
に
接
す

る
の
方
と
し
て
、
一
己
を
守
る
の
法
に
非
ず
」（
宝
永
五
年
自
序
、
享
保
一
九
年

刊
。
原
漢
文
）。

宋
学
に
よ
る
人
性
理
解
は
、
人
間
の
生
に
関
す
る
仁
斎
の
実
感
と
は
あ
ま
り
に

も
遠
く
距
た
っ
て
い
た
（
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

宋
学
は
人
生
を
抽
象
化
し
て
「
哲
学
」
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
）。
仁
斎
は
、
人
間
の
生
を
活
物
と
見
て
い
た
。
そ
の
人
間
の
活
動
が
何
か
の

（
仁
義
礼
智
と
い
う
性
の
）
証
明
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
人
間
の
生
は
そ
れ
自
体
と
し
て
価
値
を
持
つ
は
ず
だ
。
仁

斎
は
、『
孟
子
古
義
』
の
こ
の
章
の
最
後
に
付
さ
れ
た
総
論
の
中
で
、「
拡
充
と
は

学
問
の
事
な
り
」
と
言
う
。

徳
と
性
の
こ
の
逆
転
は
『
孟
子
』
の
言
う
四
端
の
「
拡
充
」
の
意
に
そ
っ
た
も

の
で
あ
り
、
仁
斎
学
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
が （
１
）、
大
胆
な
説
で
あ
っ
た
が

ゆ
え
に
批
判
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
徳
と
性
を
取
り
替
え
た
だ
け
の
言
葉
の

問
題
に
す
ぎ
な
い
と
言
っ
た
徂
徠
を
は
じ
め
、
山
内
退
斎
、
並
河
天
民
な
ど
も
仁

斎
の
拡
充
の
考
え
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
、
小
さ
い
問
題
と
し
て
退
け
た （
２
）。

ま
た
、
陽
明
学
の
木
山
楓
谿
（
一
七
八
八－

一
八
六
五
）
は
『
語
孟
字
義
弁
』

（
天
保
一
一
年
著
）
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六
冊
解
説
部

第
二
。
原
漢
文
）。

韓
退
之
原
性
篇
に
曰
く
、
其
の
性
た
る
所
以
の
者
五
つ
、
曰
く
仁
、
曰
く
礼
、

曰
く
信
、
曰
く
義
、
曰
く
智
。
是
れ
唐
の
時
既
に
仁
義
礼
智
を
以
て
性
と
為

す
者
有
り
。

韓
退
之
「
原
性
篇
」
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。

性せ
い

な
る
者
は
生せ

い

と
俱と

も

に
生
ず
る
な
り
。（
韓
愈
「
原
性
」。『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
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巻
一
、
星
川
清
孝
訓
読
、
明
治
書
院
「
新
釈
漢
文
大
系
」
七
〇
。
五
五
頁
）

其
の
性せ
い

為た

る
所ゆ

ゑ
ん以

の
者
五
あ
り
。
曰
く
仁
、
曰
く
礼
、
曰
く
信
、
曰
く
義
、

曰
く
智
と
。（
同
上
）

大
坂
懐
徳
堂
の
五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七－

一
七
六
二
）
の
『
非
伊
篇
』
は
文
字

通
り
伊
藤
仁
斎
批
判
の
書
だ
が
、
そ
の
序
文
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
（
原
漢
文
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
写
本
）。

余
、
少
時
、
洛
に
伊
仁
斎
と
い
う
有
り
。
復
古
の
学
を
唱
え
、
以
て
学
者
を

誘
い
、
四
方
よ
り
従
遊
の
士
衆
し
、
と
聞
く
。
然
れ
ど
も
未
だ
曽
て
其
の
著

わ
す
所
の
書
を
閲け
み

せ
ず
。
今
や
、
余
病
屏
を
以
て
多
暇
に
居
る
。
童
子
問
、

語
孟
字
義
等
を
友
人
に
借
り
て
読
む
。
而
し
て
後
知
る
、
仁
斎
の
学
、
恃
み

拠
る
と
こ
ろ
は
、
孟
子
の
仁
義
拡
充
の
一
端
、
以
て
言
を
立
て
、
遂
に
寡
欲

の
訓お
し
えを
遺
す
な
り
。

こ
こ
で
蘭
洲
は
『
論
語
』「
憲
問
」
篇
の
、
孟
公
綽
の
「
無
欲
」、「
公
冶
長
」
篇
の

申し
ん

棖と
う

は
欲
が
あ
る
か
ら
剛
者
で
は
な
い
、「
顔
渕
」
篇
の
、
孔
子
が
李
康
子
に
言
っ

た
「
不
欲
」（
あ
な
た
が
不
欲
な
ら
、
盗
み
は
な
く
な
り
ま
す
）
を
あ
げ
、
さ
ら

に
、『
孟
子
』
の
「
心
を
養
う
に
は
寡
欲
よ
り
善
き
は
莫
し
」（「
尽
心
」
下
）
を
あ

げ
て
、
続
け
る
。

仁
斎
、
孔
孟
を
恃
み
て
其
の
訓
え
に
違
う
。
是
を
以
て
直
内
方
外
の
説
は
取

ら
ざ
る
所
在
り
。

「
直
内
方
外
の
説
」
は
『
周
易
』「
坤
」
に
「
直
は
そ
れ
正
な
り
、
方
は
そ
れ
義
な

り
。
君
子
は
敬
も
つ
て
内
を
直な
お

く
し
、
義
を
も
つ
て
外
を
方
に
す
。
敬
義
立
て
ば

徳
孤
な
ら
ず
」（
岩
波
文
庫
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
窮
屈
な

生
き
方
で
あ
る
。
だ
か
ら
蘭
洲
は

人
情
大
抵
は
放
肆
を
好
み
、
検
束
律
己
を
悪
む
。（
同
上
）

と
言
う
。
人
は
縛
ら
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い
の
だ
。
ま
た
、
仁
斎
が
仁
を
性
と
す

る
非
を
述
べ
た
『
語
孟
字
義
』
の
説
を
引
き
、
反
駁
す
る
。

（
仁
斎
の
言－

引
用
者
注
）
宋
儒　

仁
を
も
っ
て
性
と
す
。
予よ

深
く
も
っ
て
道

に
害が
い

あ
り
と
す
る
者
は
、
も
し
宋
儒
の
旨む

ね

に
従
っ
て
こ
れ
を
論
ず
る
と
き

は
、
す
な
わ
ち
性
は
未み

発は
つ

た
り
、
情
は
已い

発は
っ

た
り
。
仁
の
未
発
の
中な

か

に
存
す

る
こ
と
、
な
お
水
の
地
中
に
在
る
が
ご
と
し
。
仁
の
手
を
下く
だ

す
こ
と
あ
た
わ

ざ
る
こ
と
、
な
お
水み
ず　

地ち

中ち
う

に
在
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
、
澄ち

よ
う治ち

の
功こ

う

を
施

す
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
そ
の
功く

夫ふ
う

を
用
う
る
こ
と
、
わ
ず
か
に
発は

っ

用よ
う

の

上
に
在
っ
て
、
そ
の
本
体
に
お
い
て
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を
奈い
か
ん何

と
も
す
る

こ
と
無
し
。
故
に
別
に
守し
ゆ

敬け
い

・
主し

ゆ

静せ
い

の
説
を
立
て
、
も
っ
て
こ
れ
を
補
う
。

○
（
蘭
洲
の
説－

引
用
者
注
）
按
ず
る
に
、
是
れ
仁
斎
中
庸
を
知
ら
ざ
る
な

り
。
戒
慎
恐
懼
は
睹み

ず
聞
か
ず
、
是
れ
澄
冶
の
功
な
り
。
こ
れ
此
れ
を
性
を

養
う
と
謂
う
な
り
。
宋
儒
こ
れ
を
約
し
て
敬
と
言
う
の
み
。
別
に
守
敬
を
立

て
る
に
非
ず
。
戒
慎
恐
懼
は
亦
子
思
に
肇は
じ

ま
る
に
非
ず
。
詩
に
云
う
、「
爾
の

室
に
相
在
り
て
、
庶
幾
す
る
は
屋
漏
を
愧
じ
ず
」
と
。
戒
慎
恐
懼
、
こ
れ
を

謂
う
な
り
。
仁
は
性
中
に
在
り
て
水
の
地
中
に
在
る
如
く
、
固ま
こ
とに
手
を
下
す

べ
か
ら
ず
、（
と
い
う
仁
斎
の
）
此
の
譬
は
当
る
と
為
さ
ず
。
仁
は
則
ち
性
な

り
。
発
見
せ
ざ
る
処
莫
し
。
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
怵じ
ゆ
つ
て
き惕惻

隠
、
是
な
り
。
仁
斎
、

蓋
し
性
を
画
し
て
四
区
と
為
し
、
仁
義
礼
智
各
其
の
一
区
に
寓
す
る
な
り
。

是
れ
学
究
の
見
な
り
。
孟
子
、
性
を
曰
い
て
養
と
曰
う
。
養
は
、
花
木
こ
れ

を
培
し
、
こ
れ
を
沃
す
る
に
譬
う
な
り
。
何
す
れ
ぞ
手
を
下
し
て
工
夫
無
か

ら
ん
。
宋
儒
の
守
敬
主
静
等
の
説
、
則
ち
是
れ
培
沃
の
謂
な
り
。
其
の
こ
れ

発
見
拡
充
に
及
ん
で
は
、
是
れ
即
ち
い
わ
ゆ
る
澄
冶
の
功
と
謂
う
な
り
。

「
子
思
」
は
『
中
庸
』。「
詩
」
は
『
詩
経
』「
大
雅
・
抑よ
く

」。
部
屋
に
い
る
と
き
、
隅
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で
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
、
の
意
。「
屋
漏
」
は
部
屋
の
西
北
の
隅
。

こ
こ
で
蘭
洲
は
二
つ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
一
つ
は
、
仁
斎
の
学
が
『
孟
子
』

の
仁
義
拡
充
の
説
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
、
一
つ
は
「
人
情
大
抵
は
放
肆
を
好
み
、

検
束
律
己
を
悪
む
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蘭
洲
は
正
確
に
仁
斎
の
学
の
根
本
を

捉
え
、
か
つ
そ
の
流
行
の
因
を
世
間
の
人
情
の
あ
り
方
か
ら
突
き
と
め
て
い
る
。

蘭
洲
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鵺
学
問
」
か
ら
始
ま
っ
た
懐
徳
堂
の
学
問
を
朱
子
学
に
転

回
さ
せ
た
人
で
あ
る
が
、
仁
斎
の
説
が
世
の
人
情
に
広
く
迎
え
入
れ
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
な
っ
た
理
由
を
察
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蘭
洲
は
何
が
言
い
た
か
っ
た
の

か
。『
孟
子
』
の
仁
義
拡
充
の
説
に
依
拠
す
る
仁
斎
の
何
を
批
判
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
従
来
の
仁
斎
批
判
と
ど
こ
が
違
う
の
か
、
必
ず
し
も
分
明
で
は
な
い
。

「
人
情
大
抵
は
放
肆
を
好
み
、
検
束
律
己
を
悪
む
」
と
い
う
観
察
と
同
様
の
こ
と

を
、一
般
論
と
し
て
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
に
学
ん
だ
山
片
蟠
桃
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

俚り

俗ぞ
く

ノ
モ
テ
ハ
ヤ
ス
歌
ニ
、「
ニ
ク
マ
レ
テ
世
ニ
ス
ム
甲か

斐い

ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ

カ
ワ
ユ
ガ
ラ
レ
テ
死
ヌ
ヨ
リ
ハ
マ
シ
」
ト
。
コ
ノ
歌
、
大
キ
ニ
不
仁
ヲ
人
ニ

教
ユ
ル
種
ト
ナ
ル
。
必
か
な
ら
ずシ

モ
口
ニ
誦
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
庶
人
ノ
愚
ナ
ル
、
コ
レ

ヲ
ヨ
シ
ト
シ
テ
、
悪
マ
レ
テ
モ
死
ス
ル
ヨ
リ
ハ
マ
シ
ト
云
テ
、
苟
イ
ヤ
シ
クモ
免
レ
ン

ト
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
。
ユ
ヘ
ニ
余
コ
ノ
歌
ヲ
直
シ
テ
云い
わ
く、「
ニ
ク
マ
レ
テ
世
ニ

ス
ム
甲
斐
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ゾ
カ
ワ
ユ
ガ
ラ
レ
テ
シ
ヌ
ル
ノ
ガ
マ
シ
」。
サ
テ
コ

ノ
歌
ニ
合
ヒ
タ
ル
ハ
、
富
天
〔
ノ
〕
句
ニ
「
ニ
ク
マ
レ
テ
永
ラ
フ
ル
人
冬
ノ

蠅
」。
ヨ
ク
云
タ
リ
。
ア
ヽ
コ
ノ
蠅
ノ
多
サ
ヨ
。（『
夢
ノ
代
』「
雑
論
」。
日
本

思
想
大
系
『
富
永
仲
基
・
山
片
蟠
桃
』）

富ふ

天て
ん

（
一
七
〇
一－

一
七
六
七
）
は
、
松
木
淡
々
門
、
大
阪
の
人
。

佐
藤
一
斎
（
一
七
七
二－

一
八
五
九
）
も
ま
た
仁
斎
四
端
説
の
行
き
過
ぎ
や
危

う
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
直
接
、
仁
斎
の
四
端
説
と
明
示
は
し
て
い
な
い
が
、
そ

れ
を
さ
す
こ
と
は
あ
き
ら
か
だ
ろ
う
。

惻
隠
の
心
偏
す
れ
ば
、
民
或
は
愛
に
溺お
ぼ

れ
て
身
を
殞お

と

す
者
あ
り
。
羞し

ゆ
う悪お

の
心

偏
す
れ
ば
、
民
或
は
自
ら
溝こ
う

涜と
く

に
経く

び

る
る
者
あ
り
。
辞
譲
の
心
偏
す
れ
ば
、

民
或
は
奔
亡
し
風
狂
す
る
者
あ
り
。
是
非
の
心
偏
す
れ
ば
、
民
或
は
兄
弟
牆か
き

に
鬩せ

め

ぎ
父
子
相あ

い
う
つ
た訟ふ

る
者
あ
り
。
凡
そ
情
の
偏
は
、
四
端
と
い
へ
ど
も
遂
に

不
善
に
陥
る
。
故
に
学
び
て
以
て
中
和
を
致
し
、
過
不
及
な
き
に
帰
す
、
こ

れ
を
復
性
の
学
と
謂
ふ
。（
佐
藤
一
斎
『
言
志
録
』
一
三
一
あ
る
い
は
二
二

五
。
日
本
思
想
大
系
『
佐
藤
一
斎　

大
塩
中
斎
』）

し
か
し
、徳
や
性
の
理
解
を
受
け
入
れ
た
人
た
ち
も
多
い
。
三
浦
梅
園
は
こ
う
言
う
。

仁
智
は
好
悪
思
弁
の
美
、
礼
義
は
擇
修
措
置
の
方
。
亦
道
徳
の
散
名
、
性
の

名
に
非
ず
。
道
と
徳
は
相
離
れ
ず
。
故
に
、
孔
門
仁
を
説
い
て
、
慈
愛
忠
恕

に
非
れ
ば
志
行
礼
楽
な
り
。（『
贅
語
』
善
悪
帙
上
「
性
習
」。『
梅
園
全
集
』

上
巻
、
五
九
〇
頁
）

仁
義
礼
智
は
「
道
徳
の
散
名
」
で
あ
り
、
決
し
て
「
性
」
の
名
で
は
な
い
。

大
田
錦
城
（
一
七
六
五－

一
八
二
五
）
は
『
疑
問
録
』
下
「
放
心
」
で
全
面
的

に
仁
斎
の
説
を
受
け
入
れ
、
説
明
し
て
い
る （
３
）。

漠
然
と
し
た
次
元
で
の
話
で
あ
る
が
、
本
居
宣
長
も
ま
た
、
仁
斎
の
「
ム
マ
レ

ツ
キ
」
の
説
を
評
価
し
て
い
る
（
子
安
宣
邦
『
伊
藤
仁
斎
』
第
三
章
「
人
性
と
道

徳
」。
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
一
二
五
頁
に
指
摘
が
あ
る
）。
あ
ら
た

め
て
宣
長
の
文
章
を
引
い
て
お
こ
う
。

〔
七
一
八
〕　

○
伊
藤
氏
ノ
、
性
ハ
ム
マ
レ
ツ
キ
ト
云
事
也
ト
イ
ヘ
ル
、
甚
タ

面
白
キ
事
、
性
ノ
義
、
此
ノ
上
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
事
也
、
欧
陽
氏
ノ
、
聖
人
ノ

教
ヘ
ハ
性
ヲ
先サ
キ

ト
セ
ズ
ト
云
ル
、
又
面
白
シ
、
性
ヲ
ア
マ
リ
精
微
ニ
云
ヒ
ナ

ス
ハ
、
返
テ
聖
人
ノ
意
ニ
ア
ラ
ジ
、
釈
氏
ノ
真
如
仏
性
ハ
、
格
別
ノ
見
識
ア
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リ
テ
言
フ
事
ナ
レ
ハ
、
一
般
ニ
ハ
論
シ
カ
タ
シ
、
是
ニ
ナ
ラ
フ
テ
、
宋
儒
ノ

性
理
ノ
事
ヲ
ム
ツ
カ
シ
ク
言
フ
ハ
、
心
得
ヌ
事
也
、
性
ハ
相
ヒ
近
シ
、
習
相
ヒ
遠

シ
ト
云
ニ
至
テ
、
窮
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
本
然
ノ
性
、
気
質
ノ
性
ト
ワ
ケ
タ
ル
モ

オ
カ
シ
、
宋
儒
ヲ
禅
儒
ト
イ
ヘ
ル
ワ
ル
ク
チ
モ
宜
モ
ツ
ト
モ也
、
明ミ

ン

ノ
王
氏
ハ
大
禅
儒

也
、
サ
レ
ト
、
無－

善
無－

悪
ハ
性
ノ
体
ナ
ト
イ
ヘ
ル
、
面
白
シ
、
性
ノ
字
ハ

タ
ヾ
ム
マ
レ
ツ
キ
ト
訓ヨ
マ

セ
タ
ル
一
言
、
則
チ
至
当
ノ
言
也
、
区
々
タ
ル
唐
人

ノ
論
ノ
及
フ
所
ニ
ア
ラ
ズ
、
性
ハ
善
悪
混
ス
ト
、
楊
雄
ニ
モ
似
ヌ
鄙
劣
ノ
言

也
、
性
ノ
善
悪
ハ
聖
人
ノ
言イ

ハ

ザ
ル
所
ト
、
荻
生
氏
ノ
説
面
白
シ
、
ト
カ
ク
性

ハ
、
善
ヲ
言
フ
ヘ
キ
物
ニ
ア
ラ
ズ
、
唯
ム
マ
レ
ツ
キ
也
、（「
舜
庵
随
筆
」「
本

居
宣
長
全
集
」
第
十
三
巻
所
収
。
筑
摩
書
房
、
五
九
八
頁
）

宣
長
は
無
垢
の
価
値
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
宋
儒
の
こ
ち
た
き

性
論
を
排
し
、
仁
斎
の
「
ム
マ
レ
ツ
キ
」
を
見
出
し
、
さ
ら
に
、
王
陽
明
の
「
無－

善
無－

悪
ハ
性
ノ
体
」
や
徂
徠
の
「
性
ノ
善
悪
ハ
聖
人
ノ
言イ

ハ

ザ
ル
所
」
と
い
う
考
え
を

「
面
白
シ
」
と
言
っ
て
い
る
。

伊
藤
東
涯
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
る
真
言
宗
の
僧
、
正
法
律
の
祖
慈じ

雲う
ん

飲お
ん

光こ
う

（
一

七
一
八－

一
八
〇
四
）
も
「
拡
充
」
の
考
え
を
書
き
つ
け
、
万
物
一
体
の
倫
理
を

強
調
し
て
い
る
。
次
は
、
慈
雲
の
『
人
と
な
る
道　

略
語
』
を
逐
語
的
に
注
解
し

た
高
弟
諦
濡
の
「
十
善
略
法
語
随
行
記
」
の
一
節
で
あ
る
。

拡
て
是
を
充
す
。
一
草
一
木
も
小
天
地
な
り
。
蠉け
ん

飛ひ

蝡ぜ
ん

動ど
う

も
一
天
地
な
り
。

（『
略
語
』－

引
用
者
注
）

	�


拡
て
充
と
は
孟
子
の
語
な
り
。
万
物
の
霊
た
る
人
よ
り
見
れ
ば
。
虫
の
類

は
微
劣
な
れ
ど
も
。
品ひ
ん

物ぶ
つ

形
を
し
く
の
理
を
拡
て
云
へ
ば
。
同
じ
く
天
地

の
生
理
を
具
す
れ
ば
小
天
地
な
り
。
此
を
殺
す
も
天
地
の
生
理
を
そ
こ
な

ふ
。
小
殺
生
の
罪
あ
る
と
云
り
。
一
草
一
木
も
理
を
究
む
れ
ば
小
天
地
な

れ
ば
。
無
益
に
損
ず
れ
ば
天
地
の
生
理
に
戻も
と

る
な
り
。
周
子
（
周
敦
頤
）

が
。
窓
前
の
草
を
鋤す
カ
し
め
ざ
り
し
と
云
フ
も
。
此
理
を
み
る
歟
。
蠉
飛
は

と
び
行
ク
虫
な
り
。
蝡
動
は
は
ひ
う
ご
め
く
小
虫
な
り
。
人
は
小
天
地
と

云
フ
は
古
語
に
て
。
宋
朝
に
専
ら
い
ひ
し
こ
と
也
。
本
は
前
漢
の
京
房
が

易
伝
に
あ
り
と
云
へ
り
。（
木
南
卓
一
編
『
人
と
な
る
道
』
所
収
、
三
密
堂

書
店
、
昭
和
五
五
年
。
三
六
七－

三
六
八
頁
。
振
り
仮
名
、
カ
ッ
コ
内
引

用
者
）

こ
こ
に
は
儒
学
の
経
学
に
仏
学
を
融
合
さ
せ
た
道
徳
が
表
明
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い

る
。「
品
物
形
を
し
く
」
は
『
易
経
』「
乾
」
の
「
雲
行
雨
施
、
品
物
流
形
」（
雲
行

き
雨
施
し
、
品
物
形
を
流し

く
）。「
形
を
流し

く
」
は
形
を
と
と
の
え
る
意
。

二　
道
と
徳

で
は
、「
性
」
と
立
場
を
入
れ
替
え
た
「
道
徳
」
と
は
何
な
の
か
。
あ
ら
た
め
て

見
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
道
と
徳
の
区
別
に
つ
い
て
包
括
的
な
韓
愈
の
『
原
道
篇
』

の
論
を
引
い
て
お
こ
う
。

博
く
愛
す
る
之
を
仁
と
謂
ふ
。
行お

こ
なう
て
之
を
宜よ

ろ

し
う
す
る
、
之
を
義
と
謂
ふ
。

是
に
由
つ
て
之ゆ

く
、
之
を
道
と
謂
ふ
。
己
に
足
り
て
、
外ほ

か

に
待
つ
こ
と
無
き
、

之
を
徳
と
謂
ふ
。
仁
と
義
と
は
定て
い

名め
い

た
り
。
道
と
徳
と
は
虚き

よ

位ゐ

た
り
。
故
に

道
に
君
子
有
り
、
小
人
有
り
。
而
し
て
徳
に
凶
有
り
吉
有
り
。（
韓
愈
『
原
道

篇
』。『
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』
新
釈
漢
文
大
系
、
三
七
頁
）

で
は
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
「
仁
義
礼
智
の
四
者
は
、
み
な
道
徳
の
名
に
し
て
、

性
の
名
に
あ
ら
ず
。
道
徳
と
は
、
徧あ
ま
ねく

天
下
に
達
す
る
を
も
っ
て
言
う
。
一
人
の

有
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」（『
語
孟
字
義
』）
と
い
う
ふ
う
に
、「
性
」
と
区
別
し
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た
「
道
徳
」
を
、
仁
斎
は
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
か
。

道
・
徳
の
二
字
、
亦
甚
だ
相
近
し
。
道
は
流
行
を
も
っ
て
言
う
。
徳
は
存
す

る
と
こ
ろ
を
も
っ
て
言
う
。
道
は
お
の
ず
か
ら
導
く
と
こ
ろ
有
り
。
徳
は
物

を
済な

す
（
物
を
成
り
立
た
せ
る－

引
用
者
注
）
と
こ
ろ
有
り
。
中
庸　

君
臣
・

父
子
・
夫
婦
・
昆こ
ん

弟て
い

・
朋ほ

う

友ゆ
う

の
交ま

じ

わ
り
を
も
っ
て
達た

つ

道ど
う

と
し
、
知ち

・
仁じ

ん

・
勇ゆ

う

を
も
っ
て
達た

つ

徳と
く

と
す
。
是
れ
な
り
。
も
し
推お

し
て
こ
れ
を
言
う
と
き
は
、
す

な
わ
ち
一
陰
一
陽
は
、
天
の
道
な
り
。
覆お
お

う
て
外そ

と

無
き
は
、
天
の
徳
な
り
。

剛ご
う
じ
ゆ
う柔

相あ
い

済な

す
は
、
地
の
道
な
り
。
物
を
生し

よ
うじ

て
測は

か

ら
れ
ざ
る
は
、
地
の
徳
な

り
。（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
刊
『
語
孟
字
義
』「
徳
」。
日
本
思
想
大
系

『
伊
藤
仁
斎　

伊
藤
東
涯
』
三
六－
三
七
頁
）

仁
斎
は
「
道
は
流
行
」「
徳
は
存
す
る
と
こ
ろ
」
と
言
う
。
こ
れ
が
、
三
浦
梅
園
の

理
論
に
し
た
が
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
は
二
を
有う

す
。
故
に
芒は

う

芴ふ
つ

の
間
（
コ
ウ
コ
ツ
の
間－

元
気
い
ま
だ
分
か
れ

ず
の
意
）、
𠷔
う
し
なふ

が
如
し
、
而
し
て
能
く
浡ぼ

つ

浡ぼ
つ

と
し
て
（
盛
ん
な
さ
ま
）
万
開

を
有
す
る
者
は
、
徳
な
り
。
二
は
一
を
開
く
。
故
に
鬱
浡
（
ぴ
ち
ぴ
ち
活
発

な
さ
ま
）
の
中
、
得
る
有
り
、
而
し
て
能
く
歴
歴
と
し
て
一
有
を
開
く
者
は
、

道
な
り
。
故
に
、
徳
は
天
な
り
。
一
の
有
な
り
。
貌
跡
自
ら
成
る
。
道
は
神

な
り
。
二
の
開
な
り
。
機
状
（
動
静
、
は
た
ら
き
の
さ
ま
）
を
為
さ
し
む
。

一
を
剖わ
か

ち
二
を
対
す
、
経
の
態
な
り
。
一
分
れ
一
合
す
、
緯
の
態
な
り
。
徳

に
非
ざ
れ
ば
、
万
開
を
混
有
し
て
、
罅か

縫ほ
う

（
ぬ
い
め
）
を
没
す
る
こ
と
能
は

ず
。
道
に
非
ざ
れ
ば
、
一
有
を
粲
開
し
て
、
条
理
を
見あ
ら

は
す
こ
と
能
は
ず
。

故
に
、
徳
は
万
緯
の
得
て
宅
を
為
す
所
、
道
は
万
経
の
由
り
て
路
と
為
る
所

な
り
。（
三
浦
梅
園
『
玄
語
』
天
冊
・
活
部
天
神
「
道
徳
」『
梅
園
全
集
』
上

巻
、
四
四
頁
。
三
枝
博
音
『
三
浦
梅
園
の
哲
学
』
二
八
五
頁
の
読
み
下
し
に

よ
る
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
）

仁
斎
と
は
ま
た
異
な
る
原
理
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解
で
き
よ
う
。

次
の
図
を
参
考
に
し
て
さ
ら
に
説
明
す
れ
ば
、
徳
は
「
万
開
を
有
す
る
者
」「
一

の
有
」
で
あ
る
。「
一
」
が
開
い
て
「
二
」
と
な
る
。
そ
の
「
一
有
を
開
く
者
は
、

道
」
で
あ
る
。

	�


右
の
図
を
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
は
二
と
な
る
が
（
一
即
一

一
）、
こ
の
動
き
を
剖
析
と
言
い
、
二
は
一
と
一
と
な
っ
て
対
待
す
る
。
対

待
す
る
一
と
一
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
剖
析
の
運
動
を
繰
り
返
す
。
こ
れ
が
梅

園
の
考
え
る
物
の
世
界
の
基
本
構
造
で
あ
る
。
剖
析
の
運
動
を
タ
テ

（
経
）、
対
待
の
関
係
を
ヨ
コ
（
緯
）
と
す
る
。
こ
の
構
造
を
道
と
徳
に
当

て
は
め
れ
ば
、「
経
」（
一
→
一
一
）
が
道
。「
緯
」（
一
即
一
一
の
一
一
）

が
徳
と
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

以
下
、
仁
斎
説
よ
り
も
活
発
に
な
っ
た
こ
の
梅
園
の
道
と
徳
の
考
え
を
右
の
図
を

参
考
に
理
解
し
て
お
こ
う （
４
）。

	

道
は
経
に
通
ず
、
此
に
走
ら
ざ
る
能
は
ず
。
宅
は
緯
に
塞
が
る
、
此
に
容

れ
ざ
る
能
は
ず
。
故
に
往
け
ば
則
ち
来
る
者
に
当
り
、
来
れ
ば
則
ち
往
く
者

に
遇
ふ
。
彼
の
天
徳
を
観
て
、
此
の
天
命
を
甘
ん
ず
。

経
（
剖
析
）

緯（対待）

一 一

一
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徳
と
は
、
其
の
有う

す
る
所
、
道
と
は
其
の
行
す
る
所
な
り
。
天
徳
、
自
然

に
し
て
、
而
し
て
其
の
道
や
成な

る
。
神
徳
然
ら
し
め
て
、
而
し
て
其
の
道
や

為
す
。
故
に
馬
は
、
遠
き
に
行
く
を
有う

し
、
牛
は
重
き
を
負
ふ
を
有う

す
。
馬

は
、
遠
き
を
行
く
を
行
し
、
牛
は
、
重
き
を
負
ふ
を
行
す
。
乃
ち
牛
馬
の
道

徳
な
り
。（『
玄
語
』
天
冊
「
活
部
天
神
」「
道
徳　

徳
」。『
全
集
』
四
六
頁
。

三
枝
訓
読
二
八
九
頁
）

こ
の
文
章
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
徳
と
道
に
系
列
化
し
て
（
徳
と
道
を
対
比
し

て
）
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
徳
」－

有－

緯－

塞－
容

「
道
」－

行－

経－

通－

走

梅
園
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

	

是
を
以
て
、
一
の
立
す
る
所
、
物
其
の
宅
に
居
り
、
二
の
活
す
る
所
、
事

其
の
路
に
上
る
。
路
上
に
就
き
て
之
を
分
て
ば
、
地
以
て
此
に
宅
し
、
天
以

て
此
に
路
す
。
気
象
天
に
行
き
、
気
質
地
に
居
る
。
天
行
け
ば
則
ち
地
は
必

ず
居
り
、
地
居
れ
ば
則
ち
天
必
ず
行
く
。
故
に
、
鳥
、
水
に
潜
ま
ず
。
魚
、

天
に
翔
ら
ず
。
之
を
人
造
に
移
し
て
言
は
ん
に
、
舟
は
推
す
可
ら
ず
、
車
は

浮
ぶ
可
ら
ず
。
是
を
以
て
、
天
地
は
一
全
物
。
室
閉
ぢ
戸
開
き
、
路
通
じ
宅

容
る
。（
梅
園
『
玄
語
』
天
冊
「
活
部
天
神
」
の
「
天
神
」。『
梅
園
全
集
』
上

巻
、
五
八－

五
九
頁
。
三
枝
訓
読
三
〇
五
頁
）

「
故
に
、
鳥
、
水
に
潜
ま
ず
。
魚
、
天
に
翔
ら
ず
。」
の
「
故
に
」
は
一
見
わ
か
り

に
く
い
。
そ
れ
は
前
段
の
「
天
行
け
ば
則
ち
地
は
必
ず
居
り
、
地
居
れ
ば
則
ち
天

必
ず
行
く
。」
と
の
関
係
が
通
常
の
関
係
と
は
先
後
が
逆
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
結
論
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
場
か
ら
具
体
を
見
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。「
鳥
、
水
に
潜
ま
ず
。
魚
、
天
に
翔
ら
ず
」、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
十
歳
に
も

な
ら
な
い
時
か
ら
、「
天
の
は
て
を
ど
こ
を
か
ぎ
り
、
地
の
そ
こ
を
ど
こ
を
か
ぎ

り
、
か
ぎ
り
を
お
け
ば
其
外そ
と

出
来
、
一
向
つ
ま
ら
ぬ
よ
ふ
に
な
り
、
さ
て
こ
ふ
思

ふ
心
も
ど
ふ
し
て
出
来
た
と
も
、
ど
ふ
し
て
消
ゆ
る
と
も
、
雲
が
ど
う
し
て
出
来

る
と
も
、
目
が
な
に
故
見
ゆ
る
や
ら
、
耳
が
な
に
故
き
こ
ゆ
る
や
ら
、
思
へ
ば
思

ふ
程
が
て
ん
ゆ
か
ず
な
り
、
小
共
心
に
心
ぼ
そ
く
な
り
て
い
こ
ふ
心
苦
し
か
」
っ

た
三
浦
晋
少
年
の
疑
問
（
三
浦
梅
園
「
洞
仙
先
生
口
授
」（
岩
波
文
庫
『
三
浦
梅
園

自
然
哲
学
論
集
』
三
〇
九
頁
）
は
、
長
い
探
求
の
果
て
に
「
天
行
け
ば
則
ち
地
は

必
ず
居
り
、
地
居
れ
ば
則
ち
天
必
ず
行
く
」
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
の
地
点
か
ら

少
年
時
の
疑
問
に
即
座
に
答
え
た
感
じ
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
わ
か
り
に
く
さ
の
正
体
で
あ
り
、
梅
園
の
記
述
は
基
本
的
に
そ
う
い
う
構
造
に

な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
梅
園
の
構
造
は
、
原
理
が
転
移
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
箇

所
で
は
、「
宅
」
と
「
路
」
と
い
う
原
理
が
次
々
に
異
な
る
領
域
に
転
移
し
て
は
た

ら
く
。
こ
の
構
造
も
基
本
的
な
も
の
と
し
て
、
梅
園
の
思
考
と
記
述
を
支
配
し
て

い
る
。

こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
、
道
家
に
お
け
る
道
と
徳
の
関
係
に
つ
い
て
、
舘
野
正

美
に
面
白
い
表
現
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
（「
老
子
・〈
道わ
た
し〉・
市
中
の
隠
者

―
道
家
思
想
の
身
心
論
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
―
」「
思
想
」
八
六
四
号
、
一
九
九

六
年
）。

	

要
す
る
に
、
老
子
に
お
い
て
、
み
ず
か
ら
〈
道
〉
を
体
現
し
た
我
々
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
と
り
も
直
さ
ず
、
現
実
に
存
在
す
る
〈
道
〉
な
の
で
あ
り
、

そ
の
〈
道
〉
た
る
〝
わ
た
し
〟
自
身
が
み
ず
か
ら
の
〈
徳
も
ち
ま
え〉

を
修
め
て
、〈
天せ

か
い下

〉

に
な
っ
て
〈
天せ
か
い下

〉
を
体
認

0

0

す
る
に
至
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
〝
存

在
〟
と
し
て
の
〈
道
〉
と
は
、
い
ま

0

0

そ
し
て
こ
こ

0

0

に
み
ず
か
ら
を
深
め
、
真



39

の
自
己
に
開
眼
し
て
〈
道
〉
と
し
て
実
在
す
る
〝
わ
た
し
〟
自
身
―〈
道わ

た
し〉

―
な
の
で
あ
り
、
そ
の
〝
存
在
〟
と
し
て
の
意
味
内
容
―
た
と
え
ば
〝
技わ

ざ

〟

あ
る
い
は
〝
力
〟
等
―
が
、
い
わ
ゆ
る
〈
徳
〉
な
の
で
あ
っ
た
。

「
道
」
を
「
わ
た
し
」、「
徳
」
を
「
も
ち
ま
え
」
と
解
し
て
道
家
の
世
界
に
分
け
い

く
論
で
あ
り
、
視
点
は
拡
大
す
る
。

三　
道
―
日
用

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
仁
斎
の
道
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
道
と
は
往
来

の
こ
と
で
あ
る
と
随
所
で
く
り
返
し
た
仁
斎
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

道
と
は
、
人じ
ん

倫り
ん

日に
ち

用よ
う

当ま
さ

に
行
く
べ
き
の
路
、
教
え
を
待
っ
て
後の

ち

有
る
に
あ
ら

ず
、
亦
矯き
よ
う
じ
ゆ
う
揉
し
て
能
く
然
る
に
あ
ら
ず
。
み
な
自し

然ぜ
ん

に
し
て
然
り
。（
伊
藤

仁
斎
『
語
孟
字
義
』「
道
」
第
二
条
）

こ
の
「
人
倫
日
用
」
の
「
日
用
」
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
浅
見
絅
斎

（
一
六
五
二－

一
七
一
一
）
の
批
判
で
あ
る
。
浅
見
は
仁
斎
の
日
用
を
「
嫗
嬶
ノ
挨

拶
」（
浅
見
『
箚
録
』）
程
度
の
日
用
と
批
判
し
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
「
本

然
日
用
」
を
提
唱
す
る
（
李
芝
映
「
元
禄
期
に
お
け
る
「
日
用
」
言
説
の
浮
上
―

浅
見
絅
斎
の
伊
藤
仁
斎
批
判
―
」（「
日
本
思
想
史
学
」
第
四
三
号
、
二
〇
一
一

年
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
仁
斎
に
対
し
て
は
無
効
で
あ
っ
た
。
仁
斎
は
躊
躇
な
く

「
本
然
日
用
」
よ
り
「
嫗
嬶
ノ
挨
拶
」
を
選
ぶ
だ
ろ
う
。

仁
斎
が
四
端
の
心
と
仁
義
礼
智
を
「
性
」
と
「
徳
」
に
入
れ
替
え
た
の
は
、
徂

徠
の
言
う
よ
う
に
言
葉
の
問
題
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、「
超

越
者
」
の
思
考
（
こ
こ
で
は
現
象
の
背
後
に
そ
れ
を
超
越
す
る
不
変
不
動
の
実
在

を
想
定
す
る
思
考
と
い
う
意
味
）
の
打
破
が
意
図
さ
れ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
仁
斎

は
そ
ん
な
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
が
）。
四
端
の
心
と
い
う
日
用
的
な
も
の
を

「
性
」
に
し
て
「
性
」
を
現
象
化
し
、
返
す
刀
で
、
仁
義
礼
智
を
「
徳
」
に
す
る
こ

と
で
仁
義
礼
智
を
日
用
化
し
た
の
で
あ
る
。「
日
用
」
に
「
本
然
」
が
く
っ
つ
く
限

り
、
仁
斎
の
日
用
に
は
対
抗
で
き
な
い
。「
本
然
」
と
い
う
、
根
拠
、
意
味
付
け
そ

の
も
の
か
ら
離
脱
し
た
所
に
し
か
仁
斎
の
日
用
は
な
い
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
仁
斎

も
「
本
然
」
と
い
う
言
葉
は
使
う
。「
良り
よ
う知ち

良り
よ
う
の
う能と
は
、
本ほ

ん

然ぜ
ん

の
善
を
謂
う
。
即
ち

四
端
の
心
な
り
」
と
い
う
ふ
う
に
（『
語
孟
字
義
』「
良
知
良
能
」
一
条
目
）。
し
か

し
、「
本ほ
ん

然ぜ
ん

の
善
」
と
「
四
端
の
心
」
を
同
定
し
た
時
、
す
で
に
「
超
越
者
」
の
思

考
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇－

一
七
一
四
）
で
あ
る
。
仁
斎
は
「
理
」
に
つ
い

て
こ
う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

理
の
字
は
之
を
事じ

物ぶ
つ

に
施ほ

ど
こす
と
き
は
則
ち
可か

な
り
。
之
を
天
地
に
用も

ち
ふる
と
き

は
則
ち
不ふ

可か

な
り
。
孟
子
の
所い

は

謂ゆ
る

條で
う

理り

を
始は

じ

め
、
條
理
を
終を

ふ
、
及お

よ

び
理り

義ぎ

の
我わ

が
ご
こ
ろ心を

悦よ
ろ
こば

し
む
る
等な

ど

の
語ご

、
皆
事こ

と

各
お
の
お
の

其
の
條で

う

理り

を
得う

る
を
以
て
言い

ふ

。

（『
童
子
問
』
中
巻
六
十
六
章
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
思
想
家
文
集
』

一
四
〇
頁
）

こ
れ
に
対
し
て
益
軒
は
『
童
子
問
批
語
』
で
こ
う
言
う
。

道
の
名
有
る
は
、
天
地
人
に
通
じ
て
言
う
。
そ
の
理
は
乃
ち
一
な
り
。
然
る

に
天
に
在
る
と
人
に
在
る
と
、
そ
の
事
自
ら
殊
な
り
。
混
じ
て
こ
れ
を
同
ず

べ
か
ら
ず
。
蓋
し
一
陰
一
陽
は
天
に
在
る
の
道
な
り
。
此
れ
人
性
の
先
に
在

り
、
性
の
本
と
為
す
。
人
倫
事
物
当
然
の
理
の
如
き
は
、
所
謂
、
性
に
循
う

こ
れ
を
道
と
謂
う
も
の
は
（『
中
庸
』
の
説－

引
用
者
注
）、
此
れ
人
の
道
、

五
性
に
出
で
て
性
の
後
に
在
り
、
性
の
末
と
為
す
。
仁
義
は
是
れ
性
の
名
に

し
て
、
人
道
茲
に
因
り
て
立
つ
。
故
に
又
こ
れ
を
人
道
と
謂
う
。
仁
斎
、
道
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の
名
に
泥
み
、
人
に
在
り
天
に
在
り
の
別
を
弁
ぜ
ず
。
親
義
別
序
信
の
道
、

性
に
因
り
て
出
づ
る
と
、
強
い
て
こ
れ
と
一
に
す
。
此
の
徒
、
理
有
る
を
知

り
て
、
分
殊
あ
る
を
知
ら
ず
。（
井
上
忠
「
貝
原
益
軒
の
『
童
子
問
批
語
』
に

つ
い
て
」『
九
州
儒
学
思
想
の
研
究
』（
昭
和
三
十
二
年
、
一
二
八
頁
に
よ
る
。

井
上
は
こ
の
論
文
の
中
に
『
童
子
問
批
語
』
を
収
載
し
て
い
る
）

こ
の
益
軒
の
言
は
、
朱
子
学
を
基
盤
に
お
け
ば
自
然
な
批
判
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
も
や
は
り
仁
斎
批
判
に
は
届
か
な
い
。
仁
斎
は
あ
え
て
事
物
と
人
倫
の
原
理

を
分
け
、
人
倫
を
考
察
の
急
務
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
李
芝
映
「
元
禄
期
に

お
け
る
「
日
用
」
言
説
の
展
開
―
貝
原
益
軒
の
伊
藤
仁
斎
批
判
」（「
京
都
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
」
第
五
八
号
、
二
〇
一
二
年
）
も
、
益
軒
が
、
仁
斎

の
人
倫
日
用
の
道
が
「
人
事
」
の
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、「
事

天
地
」、
つ
ま
り
天
地
万
物
の
世
界
を
排
斥
し
た
と
指
摘
す
る
。
た
だ
、
益
軒
も
天

地
万
物
の
世
界
を
分
析
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
益
軒
の
「
事
天
地
」
の
理

論
的
な
研
究
は
、
私
の
知
る
限
り
、
三
浦
梅
園
を
待
つ
ほ
か
な
か
っ
た
。

四　
仁
義
礼
智
の
分
解

『
孟
子
』
は
「
君
子
の
性
と
す
る
所
は
、
仁
義
礼
智
に
し
て
心
に
根
ざ
す
」（「
尽

心
章
句
上
」（
岩
波
文
庫
『
孟
子
』
下
、
三
四
二
頁
）
と
言
う
一
方
で
、
た
と
え
ば

「
告
子
章
句
上
」
で
は
「
仁
は
人
の
心
な
り
、
義
は
人
の
路
な
り
」（
同
上
二
五
三

頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
四
徳
も
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
四
徳

と
い
う
ま
と
ま
り
に
疑
問
が
生
ず
る
こ
と
は
自
然
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。
仁
斎
も

「
仁
・
義
の
二
つ
の
者
は
、
実
に
道
徳
の
大だ
い

端た
ん

、
万ば

ん

善ぜ
ん

の
総そ

う

脳の
う

。
智
・
礼
の
二
つ
の

者
は
、
み
な
こ
れ
よ
り
し
て
出
づ
」
と
述
べ
て
い
る
（『
語
孟
字
義
』「
仁
義
礼
智
」

第
五
条
）

徂
徠
は
広
い
歴
史
的
な
視
点
か
ら
論
じ
て
言
う
。

仁
義
並
び
称
す
る
は
、
先
王
・
孔
子
言
は
ざ
る
所
、
六
経
・
論
語
無
き
所
也
。

亦
吾
が
道
を
以
て
異
を
百
家
の
言
に
標た

つ
。
書
に
曰
く
、「
礼
以
て
心
を
制

し
、
義
以
て
事
を
制
す
」
と
。
古
の
教
、
詩
書
礼
楽
、
略
し
て
之
れ
を
言
ふ
。

君
子
の
道
、
唯た
だ

礼
義
以
て
之
れ
を
挙
ぐ
る
に
足
る
。
而し

こ
うし

て
孔
門
の
教
、
仁

に
依
る
。
故
に
仁
と
礼
義
と
の
三
者
は
、
孟
子
と
雖
も
亦
屢し
ば
しば

之
れ
を
並
べ

言
ふ
。
孔
氏
の
旧
爾し
か

り
と
為な

す
。
仁
義
並
べ
言
ふ
に
至
つ
て
は
、
則
ち
多
く

戴
記
に
見
ゆ
。
亦
七
十
子
の
徒
、
礼
を
賛
む
る
の
言
な
り
。
亦
仁
義
礼
並
び

言
ふ
の
旧
な
り
。（
略
）
故
に
易
伝
或
い
は
知
礼
を
以
て
之
れ
を
言
ひ
、
或
い

は
仁
智
を
以
て
之
れ
を
言
ふ
。
其
の
言
を
恒
と
せ
ざ
る
者
、
以
て
見
る
可
き

の
み
。（『
孟
子
識
』。
河
出
書
房
版
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
二
巻
、
四
六
六
頁
）

「
礼
以
て
心
を
制
し
、
義
以
て
事
を
制
す
」
は
『
書
経
』「
仲ち
ゅ
う虺き

の
誥こ

う

」（
新
釈
漢
文

大
系
『
書
経
』
下
三
九
八
頁
）。「
易
伝
或
い
は
知
礼
を
以
て
之
れ
を
言
ひ
、
或
い

は
仁
智
を
以
て
之
れ
を
言
ふ
」
と
い
う
箇
所
は
、
た
と
え
ば
、『
易
経
』「
繋
辞
上

伝
」
の
「
夫
れ
易
は
、
聖
人
の
徳
を
崇
く
し
業
を
広
む
る
所
以
な
り
。
知
は
崇
く

礼
は
卑
し
（
卑
謙
を
目
指
す
）」（
岩
波
文
庫
『
易
経
』
下
二
二
四
頁
）
や
、「
一
陰

一
陽
こ
れ
を
道
と
謂
う
。（
略
）
仁
者
は
こ
れ
を
見
て
こ
れ
を
仁
と
謂
い
、
知
者
は

是
を
見
て
知
と
謂
い
」（
同
上
二
二
〇
頁
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
仁
智
」
の
併

称
は
『
論
語
』
に
多
い
。
徂
徠
は
、
道
は
先
王
の
制
作
し
た
も
の
と
い
う
強
い
確

信
の
も
と
、、
基
準
を
持
た
ず
に
さ
ま
ざ
ま
に
道
を
規
定
し
て
い
る
思
考
を
批
判

し
て
い
る
。

太
宰
春
台
『
聖
学
問
答
』
か
ら
も
抜
粋
し
て
お
こ
う
（
日
本
思
想
大
系
『
徂
徠

学
派
』
に
よ
る
）
春
台
は
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
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孟
子
仁
義
礼
智
ハ
心
ヨ
リ
出
ル
者
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
明
サ
ン
ト
テ
、
四
端
ヲ

説
ク
。「
惻
隠
ノ
心
ハ
仁
義
ノ
端
ナ
リ
」
ト
イ
フ
ハ
、
誠
ニ
然
ナ
リ
。
孺
子
ノ

井
ニ
入
ン
ト
ス
ル
ヲ
見
テ
、
怵
惕
惻
隠
ノ
心
起
ル
ハ
、
仁
ノ
端
ナ
ル
コ
ト
疑

ナ
シ
。
四
端
ノ
説
ノ
中
ニ
テ
、
只
此
一
ツ
理
ニ
当
レ
リ
。（
七
七
頁
）

	

「
羞シ

ウ

悪ヲ

ノ
心
ハ
義
ノ
端
ナ
リ
」
ト
イ
フ
ハ
無
理
ナ
リ
。
人
ノ
心
ニ
本
来
羞
悪

ア
ル
ニ
非
ズ
。
聖
人
ノ
礼
義
ノ
教
ア
リ
テ
ヨ
リ
、
其
教
ヲ
聞
タ
ル
上
ニ
テ
、

羞
悪
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ナ
リ
。
天
地
ノ
中
ニ
生
レ
出
タ
ル
マ
ヽ
ニ
テ
ハ
、
禽

獣
ト
異
ナ
ル
コ
ト
無
シ
。（
七
八
頁
）

	

「
辞
譲
ノ
之
心
ハ
礼
ノ
之
端
也
」
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
孟
子
ノ
謬
ナ
リ
。
人
ノ
心
ニ

本
来
辞
譲
ノ
心
ア
ル
コ
ト
無
シ
。
是
モ
羞
悪
ト
同
ク
、
聖
人
ノ
礼
義
ノ
教
ヲ

受
テ
、
後
ニ
出
来
レ
ル
心
ナ
リ
。（
七
九
頁
）

	

「
是
非
ノ
之
心
、
智
ノ
之
端
也
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
無
理
ナ
ラ
ズ
。
物
ヲ
是ゼ

ト

シ
非ヒ

ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
君
子
モ
小
人
モ
、
智
者
モ
愚
者
モ
、
此
心
ナ
キ
コ
ト

ハ
有
ラ
ズ
。
此
ノ
是
非
ノ
心
ハ
、
聖
人
ノ
教
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
、
人
人
自
然
ニ

有
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、「
人
皆
有
レ
リ
之
」
ト
イ
ヘ
ル
、
謬
ニ
非
ズ
。
但
シ
是
非

ニ
定
マ
レ
ル
是
非
ナ
シ
。
君
子
ノ
是
非
ト
、
小
人
ノ
是
非
ト
同
カ
ラ
ズ
。
賢

者
ノ
是
非
ト
、
不
肖
者
ノ
是
非
ト
同
カ
ラ
ズ
。
吾
ガ
聖
人
ノ
是
非
ト
、
老
荘

等
ノ
諸
子
ノ
是
非
ト
又
異
ナ
リ
。
凡
是ゼ

非ヒ

ニ
定
体
ナ
キ
コ
ト
ハ
、
荘
子
斉
物

論
ニ
コ
レ
ヲ
論
ジ
テ
、
其
理
至
極
セ
リ
。
是
非
ニ
定
体
ナ
ケ
レ
バ
、
何
レ
ノ

是
非
ヲ
智
者
ノ
是
非
ト
セ
ン
ヤ
。
然
レ
バ
是
非
ス
ル
ヲ
智
ト
ハ
イ
ヒ
ガ
タ

シ
。
純
（
春
台－

引
用
者
注
）
ガ
愚
意
ニ
オ
モ
フ
ニ
ハ
、
是
非
ノ
心
ト
イ
フ

ヲ
改
テ
、
取
捨
ノ
心
ト
イ
ハ
ヾ
可
ナ
ラ
ン
。
己
ガ
身
ニ
損
害
ア
ル
事
ヲ
捨
テ
、

利
益
ア
ル
事
ヲ
取
ル
ハ
、
人
人
ノ
情
ニ
テ
、
君
子
小
人
、
皆
此
ノ
心
ア
リ
。
趨ス

ウ

避ヒ

去キ
ヨ

就シ
ウ〈

ヲ
モ
ム
ク
・
サ
ク
ル
・
サ
ル
・
ツ
ク
〉、
皆
此
類
ナ
リ
。
利
ニ
趨ヲ

モ
ムキ

害
ヲ
避サ

ケ
、
苦
ヲ
去
リ
楽
ニ
就
ク
、
皆
是
取
捨
ノ
心
ナ
リ
。
是
ス
ナ
ハ
チ
自

己
ノ
便
利
ヲ
求
ル
心
ナ
レ
バ
、
賢
キ
心
ニ
テ
、
智
ノ
端
ナ
リ
。（
八
一
頁
）

春
台
は
、
是
非
の
心
を
取
捨
の
心
と
言
い
直
す
な
ど
、
倫
理
を
現
実
に
根
ざ
し
た

も
の
に
す
る
思
考
の
先
駆
け
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

塚
田
大
峯
の
『
孟
子
断
』
も
同
様
の
論
で
あ
る
（
寛
政
十
年
刊
、
巻
上
31
オ－

31
ウ
）。四

端
、
仁
智
ハ
固
ヨ
リ　

有
レ
テ
端
二
於
我
一
ニ　

而
礼
義
ハ
則
非
二
我
之
固
有
一
ニ

焉
、
先
王
制
レ
シ
テ
之
ヲ
、
以
以
尊
二
フ
其
仁
智
之
端
一
ヲ
者
也
、
若
夫
ノ
士
君
子
ノ

之
人
ハ
苟
モ
少
二
長
ス
レ
ハ
於
礼
義
ノ
中
一
ニ
則
幼
ニ
シ
テ
而
知
二
辞
譲
一
ヲ
、
亦
知
二
羞

悪
一
ヲ
、
今
鄙
人
役
夫
之
徒
、
生
レ
テ
不
ハ
有
二
父
兄
之
教
一
、
則
無
二
ク
羞
悪
之

心
一
、
亦
無
二
辞
譲
之
心
一
、
又
安
ソ
有
二
ン
礼
義
の
端
一
焉
、
故
ニ
礼
義
ノ
之
為
レ
ル

物
也
、
非
下
与
二
仁
智
一
同
ク
有
二
ス
ル
於
我
一
ニ
者
上
ニ
也
、
其
仁
義
礼
智
並
ヘ
言

者
、
聖
経
之
所
二
曽
テ
無
一
キ
焉
、
弁
如
シ
二
総
論
ニ
所
一レ
ノ
言
フ

「
礼
義
ハ
則
非
二
我
之
固
有
一
ニ
焉
、
先
王
制
レ
シ
テ
之
ヲ
」
は
『
聖
学
問
答
』
に
「
然

れ
ば
是
礼
義
は
性
に
非
ず
、
先
王
の
道
な
る
こ
と
明
な
り
」（
七
七
頁
）
と
同
意
で

あ
る
。

三
浦
梅
園
は
も
っ
と
徹
底
し
て
い
る
。
壷
井
秀
生
の
ま
と
め
た
と
こ
ろ
を
引
い

て
お
こ
う
。
梅
園
は
、「
人
の
天
地
に
在
る
は
、
情
慾
意
智
の
み
。
修
し
て
之
を
用

う
れ
ば
爰こ
こ

に
仁
義
礼
楽
有
り
。
仁
義
礼
楽
の
情
慾
意
智
に
於
け
る
は
、
猶
お
精
粲

の
粟
糲
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
粟
糲
は
未
だ
始
よ
り
美
な
ら
ず
、
修
理
し
て
後
美

な
り
。
美
と
雖
も
粟
糲
よ
り
し
て
美
な
り
。」（
治
乱
。
六
二
〇
頁
、
下
九
行
）
と

述
べ
て
、「
情
欲
」
と
「
仁
義
礼
楽
」
と
の
関
係
を
、
も
み
米
と
白
米
と
の
関
係
に

た
と
え
た
う
え
で
、「
も
し
利
害
欲
悪
を
除
い
て
別
に
仁
義
を
求
む
る
は
、
ま
さ
に

粗
糲
を
棄
て
て
精
粲
を
求
め
ん
と
す
る
」（
六
二
一
頁
、
上
一
〇
行
）
も
の
で
あ
る
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と
見
な
し
て
い
る
。「
粗そ

糲れ
い

」（
く
ろ
ご
め
）
を
棄
て
て
「
精せ

い

粲さ
ん

」（
美
し
い
米
）
の

み
を
求
め
て
い
る
代
表
的
事
例
と
し
て
、
梅
園
は
五
倫
五
常
を
挙
げ
て
い
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
仁
義
礼
智
信
の
如
き
は
、
亦
た
先
聖
の
定
目
に
非
ず
。
畢
竟

五
行
家
の
末
造
の
み
」（
仁
義
。
六
二
三
頁
、
下
三
行
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
梅

園
に
よ
れ
ば
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
五
つ
の
徳
目
は
、
中
国
戦
国
末
期
の
儒
家
た
ち

が
五
行
に
配
当
し
て
造
り
出
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
全
人
類
に
共

通
す
る
普
遍
性
を
有
す
る
も
の
は
、「
情
慾
・
意
智
」
の
み
で
あ
り
、「
人
に
成
る

の
道
徳
」
と
し
て
の
「
学
・
礼
」
や
「
仁
・
義
」
は
、
ど
こ
ま
で
も
特
殊
性
の
立

場
に
止
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。（
壷
井
秀
生
「
三
浦
梅
園
の
天
人
論
」「
梅
園

学
会
報
」
一
〇
号
、
一
九
八
五
年
。
数
字
は
『
梅
園
全
集
』
上
巻
の
頁－

引
用
者

注
）本

節
の
ま
と
め
の
意
味
で
伊
藤
東
涯
の
言
葉
を
示
し
て
お
こ
う
。

故
に
語
孟
の
中
に
、
仁
一
つ
を
挙
て
の
玉
ふ
所
あ
り
、
君
子
仁
ヲ
去さ
つ

て
悪い

づ
くン

カ
名
ヲ
成な
さ

ン
の
章
の
こ
と
き
是
な
り
、
義
一
つ
を
挙
て
の
玉
ふ
所
あ
り
、
義

之こ
れ

与と
も

ニ
比し

た
がフ
章
の
こ
と
き
是
な
り
、
又
は
仁
義
と
云
、
仁
礼
と
云
、
仁
智
と

云
て
、
二
事
並な
ら
へ挙
て
の
玉
ふ
所
あ
り
、
又
は
智
仁
勇
と
云
、
礼
義
信
と
云
、

仁
智
敬
と
云
て
、
三
事
兼
挙
て
の
玉
ふ
所
あ
り
、
又
は
仁
義
礼
智
と
云
、
孝

弟
忠
信
と
云
、
文
行
忠
信
と
云
て
、
四
事
兼
合
て
の
玉
ふ
所
あ
り
、
こ
れ
よ

り
以
外
、
一
一
あ
く
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
、（
伊
藤
東
涯
『
学
問
関
鍵
』。
日

本
の
思
想
『
伊
藤
仁
斎
集
』
所
収
、
三
四
九
頁
。
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）

五　
規
範
の
揺
ら
ぎ

絶
対
的
と
も
思
え
た
仁
義
礼
智
信
と
い
う
徳
目
が
時
勢
に
対
処
す
る
た
め
の
便

宜
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
規
範
の
感
受
に
お
い
て
も
変
化

を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
。
五
倫
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。

五
倫
と
は
「
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
」
で
あ
る
（『
孟
子
』
滕
文
公

上
。『
中
庸
』
第
二
十
章
）
で
あ
る （
５
）。
仁
斎
も
同
様
に
考
え
る
。

問
う
、「
何
を
か
人
の
外ほ
か

に
道
無
し
と
謂い

う
」。
曰
く
、「
人
と
は
何
ぞ
。
君
臣

な
り
。
父ふ

子し

な
り
。
夫
婦
な
り
。
昆こ

ん

弟て
い

な
り
。
朋ほ

う

友ゆ
う

な
り
。
夫
れ
道
は
一ひ

と

つ

の
み
。
君
臣
に
在あ

っ
て
は
之
を
義
と
謂い

い
、
父
子
に
は
之
を
親し

ん

と
謂い

い
、
夫

婦
に
は
之
を
別べ
つ

と
謂い

い
、
昆
弟
に
は
之
を
叙じ

よ

と
謂い

い
、
朋
友
に
は
之
を
信し

ん

と

謂
う
。
皆
人
に
由よ

っ
て
顕あ

ら

わ
る
。
人
無
き
と
き
は
則す

な
わち

以
て
道
を
見
る
こ
と

無
し
。（
伊
藤
仁
斎
『
童
子
問
』
巻
上
第
九
章
、
岩
波
文
庫
）

江
戸
時
代
の
「
五
倫
」
は
人
倫
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
か
ら
見
る
と
、

こ
れ
は
狭
い
枠
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
に
ゆ
え
に
社
会
一
般
で
は
な
く
、
五

倫
な
の
か
。
人
倫
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
五
倫
は
束
縛
条
件
で
し
か
な
く
な

る
。
五
倫
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
自
然
の
関
係
を
な
ぜ
あ
え
て
理
由
づ
け
、
特

出
す
る
の
か
。
そ
こ
に
倒
錯
が
生
じ
る
。
私
た
ち
は
五
倫
の
肥
大
に
よ
る
種
々
の

倒
錯
し
た
悲
劇
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
権
力
（
権
威
）
を
生
み
、
強

制
を
も
た
ら
す
場
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
三
浦
梅
園
は
五
倫
を
分
析
し
て
五
倫
に
合
と
交
が
あ
る
と
言
う
。
以

下
、『
贅
語
』「
死
生
帙
下
」
の
「
倫
理
」
か
ら
大
意
を
示
し
て
お
こ
う
（『
梅
園
全

集
』
上
巻
）。

人
の
倫
に
、
合
と
交
が
あ
る
。
父
子
兄
弟
は
天
合
（
天
を
以
て
合
す
る
）、
君

臣
夫
婦
は
人
合
（
人
を
以
て
合
す
る
）。
夫
婦
の
合
よ
り
、
異
戚
が
相
交
わ

り
、
君
臣
の
合
よ
り
、
同
僚
が
相
交
わ
る
。
父
子
兄
弟
の
合
よ
り
、
叔
姪
宗

族
が
相
交
わ
る
。
父
子
兄
弟
は
天
合
だ
か
ら
、
合
し
て
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
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君
臣
夫
婦
は
人
合
だ
か
ら
、
合
し
た
り
、
離
れ
た
り
す
る
。
昔
か
ら
、
忠
臣

は
二
君
に
仕
え
ず
、
烈
女
は
二
夫
に
ま
み
え
ず
と
言
う
。
そ
れ
は
、
臣
や
婦

は
、
義
を
も
っ
て
離
る
べ
く
し
て
離
れ
、
合
す
べ
く
し
て
合
す
る
関
係
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。（
五
五
六
頁
）

	

（
略
）

人
は
、
関
係
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
願
わ
な
い
者
は
い
な
い
。
し
か
し
天
命

に
よ
っ
て
、
願
い
は
思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
。
婦
人
は
、
賢
く
て
も
、
舅

姑
と
合
わ
な
け
れ
ば
家
を
出
さ
れ
、
そ
の
所
歓
を
失
す
れ
ば
家
を
出
さ
れ

る
。
人
情
は
、
家
を
出
さ
れ
た
婦
人
に
再
び
家
が
有
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
他

人
の
み
で
は
な
い
、
そ
の
父
母
兄
弟
も
、
さ
ら
に
舅
姑
夫
婿
も
ま
た
そ
う
願

う
。
常
人
だ
け
で
は
な
い
。
君
子
も
そ
う
思
う
。
し
か
し
、
礼
は
天
か
ら
降

る
の
で
も
な
く
。
地
か
ら
出
る
の
で
も
な
い
。
人
情
か
ら
出
る
も
の
な
の
だ
。

だ
か
ら
、
婦
人
が
家
を
出
、
臣
下
が
主
家
を
去
る
の
は
ふ
た
ご
こ
ろ
と
は
異

な
る
の
だ
。
去
就
に
は
道
が
あ
る
か
ら
だ
。（
五
五
六－

五
五
七
頁
）

梅
園
の
五
倫
観
は
分
析
し
た
分
だ
け
自
由
で
あ
る
。
こ
う
い
う
考
え
を
始
ま
り
と

し
て
、
規
範
と
し
て
君
臨
し
た
五
倫
も
揺
れ
出
す
だ
ろ
う
。
明
治
に
な
っ
て
五
倫

は
は
っ
き
り
と
呪
縛
と
な
っ
た
（
私
た
ち
は
、
人
情
本
や
滑
稽
本
と
い
っ
た
江
戸

期
の
文
芸
に
よ
っ
て
そ
の
過
程
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。
多
く
の
思
想
家

や
文
学
者
が
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。

国
木
田
独
歩
も
『
牛
肉
と
馬
鈴
薯
』（
明
治
三
四
年
）
や
『
酒
中
日
記
』（
明
治

三
五
年
）、『
岡
本
の
手
帳
』（
明
治
三
九
年
）
な
ど
で
、
く
り
返
し
前
代
の
五
倫
を

は
じ
め
と
す
る
倫
理
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。『
独
歩
遺
文
』（
日
高
有
倫
堂
、
明

治
四
四
年
）「
感
想
篇
」
の
「
社
会
と
人
」
の
中
で
は
、「
曲
亭
馬
琴
が
教
へ
し
処

は
「
人
」
に
あ
ら
ず
。
仁
、
義
、
礼
、
智
、
忠
、
信
、
孝
、
悌
な
り
」
と
書
き
、

ま
た
、「
道
徳
を
明
か
に
し
、
仁
義
を
軽
ん
ず
。
之
れ
イ
ン
デ
ビ
ヂ
ア
リ
チ
ー
に
あ

ら
ざ
る
乎
」
と
書
い
て
い
る
。
江
戸
か
ら
近
代
へ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
言
っ
て
も
よ

い
よ
う
に
明
確
な
断
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
道
徳
」
は
内
面
で
あ
り
、「
仁
義
」
は

社
会
的
強
制
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
歩
に
と
っ
て
「
人
」
や
「
イ
ン
デ
ビ
ヂ
ア
リ

チ
ー
」
は
、「
世
間
」
や
「
仁
義
」
と
い
っ
た
社
会
的
強
制
を
排
除
し
た
と
こ
ろ
に

存
在
し
た
。
そ
う
い
う
場
に
現
れ
て
く
る
も
の
だ
っ
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
常
卑
近
な
と
こ
ろ
か
ら
思
考
を
始
め
る
伊
藤
仁
斎
に

し
て
も
、
次
の
よ
う
に
外
在
す
る
規
範
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

人
倫
の
外ほ
か

道
無
く
、
仁
義
の
外ほ

か

学
無
し
。
人
の
当ま

さ

に
力
を
務
む
る
と
こ
ろ
の

者
は
人
倫
の
み
。
人
の
当ま
さ

に
力
を
竭つ

く
す
べ
き
と
こ
ろ
の
者
は
仁
義
の
み
。

（『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
堯
舜
す
で
に
没
し
邪
説
暴
行
又
作
る
を
論
ず
」）

仁
斎
も
そ
の
道
の
根
拠
を
問
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仏
者
も
ま
た
、
疑
問
は
感
じ

て
も
、
そ
の
根
拠
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
類
普
遍
の
道
と
見
え

て
い
た
五
倫
五
常
の
人
倫
の
道
が
、
近
代
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
道
徳
に
な
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
人
倫
そ
の
も
の
が
吟
味
さ
れ
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
や
が
て
制
約
の
多
い
五
倫
の
枠
を
抜
け
出
し
た
と
こ
ろ
に
倫
理
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
第
十
三
編
「
怨
望
の
人
間
に
害

あ
る
を
論
ず
」（
明
治
七
年
）
か
ら
、
そ
の
一
節
を
引
い
て
み
よ
う
（
岩
波
文
庫
）。

こ
こ
に
は
、
倫
理
が
現
実
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
如

実
に
見
え
る
。

	

凡お
よ

そ
人
間
に
不
徳
の
箇
条
多
し
と
雖
ど
も
、
そ
の
交
際
に
害
あ
る
も
の
は

怨え
ん

望ぼ
う

よ
り
大
な
る
は
な
し
。（
略
）

	
或
人
云
く
、
詐
欺
虚
言
の
悪
事
も
其
実
質
に
於
て
悪
な
る
も
の
な
れ
ば
、

之
を
怨
望
に
比
し
て
孰
か
軽
重
の
別
あ
る
可
か
ら
ず
と
。
答
て
云
く
、
誠
に
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然
る
が
如
し
と
雖
ど
も
、
事
の
源
因
と
事
の
結
果
と
を
区
別
す
れ
ば
、
自
か

ら
軽
重
の
別
な
し
と
云
ふ
可
ら
ず
。
詐
欺
虚
言
は
固
よ
り
大
悪
事
た
り
と
雖

ど
も
、
必
し
も
怨
望
を
生
ず
る
の
源
因
に
非
ず
し
て
、
多
く
は
怨
望
に
由
て

生
じ
た
る
結
果
な
り
。
怨
望
は
恰
も
衆
悪
の
母
の
如
く
、
人
間
の
悪
事
こ
れ

に
由
て
生
ず
可
ら
ざ
る
も
の
な
し
。
疑
猜
、
嫉
妬
、
恐
怖
、
卑
怯
の
類
は
、

皆
怨
望
よ
り
生
ず
る
も
の
に
て
、
其
内
形
に
見
は
る
ゝ
所
は
、
私
語
、
密
話
、

内
談
、
秘
計
、
外
形
に
破
裂
す
る
所
は
、
徒
党
、
暗
殺
、
一
揆
、
内
乱
、
秋

毫
も
国
に
益
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
禍
の
全
国
に
波
及
す
る
に
至
て
は
主
客

共
に
免
か
る
る
こ
と
得
ず
。
所
謂
公
利
の
費
を
以
て
私
を
逞
ふ
す
る
者
と
云

ふ
可
し
。（
岩
波
文
庫
）

こ
こ
に
は
す
で
に
名
教
の
踏
襲
、
言
い
換
え
は
な
く
、
具
体
的
な
倫
理
の
分
析
と

批
評
が
始
ま
っ
て
い
る
。
福
沢
の
理
論
も
、
現
在
か
ら
見
る
と
特
に
際
立
っ
た
も

の
で
は
な
い
が
、
前
代
か
ら
の
倫
理
の
展
開
の
な
か
に
お
く
と
、
そ
の
切
実
さ
が

よ
り
新
鮮
な
も
の
に
映
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
明
治
の
人
倫
の
社
会
も
、
そ
の
渦
の
中
は
漱
石

に
は
こ
う
映
っ
て
い
た
。

こ
と
に
よ
る
と
社
会
は
み
ん
な
気
狂
の
寄
り
合
か
も
知
れ
な
い
。
気
狂
が
集

合
し
て
鎬し
の
ぎを

削
つ
て
つ
か
み
合
ひ
、
い
が
み
合
ひ
、
罵
り
合
ひ
、
奪
ひ
合
つ

て
、
其
全
体
が
団
体
と
し
て
細
胞
の
様
に
崩
れ
た
り
、
持
ち
上
つ
た
り
、
持

ち
上
つ
た
り
、
崩
れ
た
り
し
て
暮
し
て
行
く
の
を
社
会
と
云
ふ
の
で
は
な
い

か
知
ら
ん
。
其
中
で
多
少
理
窟
が
わ
か
つ
て
、
分
別
の
あ
る
奴
は
却
つ
て
邪

魔
に
な
る
か
ら
、
瘋ふ
う

癲て
ん

院ゐ
ん

と
い
ふ
も
の
を
作
つ
て
、
こ
ゝ
へ
押
し
込
め
て
出

ら
れ
な
い
様
に
す
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
ん
。
す
る
と
瘋ふ
う

癲て
ん

院ゐ
ん

に
幽
閉
さ
れ

て
居
る
も
の
は
普
通
の
人
で
、
院
外
に
あ
ば
れ
て
居
る
も
の
は
か
え
つ
て
気

狂
で
あ
る
。
気
狂
も
孤
立
し
て
居
る
間
は
ど
こ
迄
も
気
狂
に
さ
れ
て
仕
舞
ふ

が
、
団
体
と
な
っ
て
勢
力
が
出
る
と
、
健
全
の
人
間
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
の
か

も
し
れ
な
い
。（
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
九
。
明
治
三
九
年
。『
漱
石
全

集
』
第
一
巻
、
三
八
三
頁
。
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
第
二
刷
）

こ
こ
に
は
、
も
う
す
で
に
桎
梏
と
な
り
つ
つ
あ
る
社
会
の
う
ご
め
き
が
皮
肉
を
こ

め
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

六　
名
教
か
ら
の
離
脱

一
方
、
中
国
で
は
こ
の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
の
知
見
は

乏
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
周
群
の
「
世
界
文
明
史
か
ら
見
る
啓
蒙　

啓
蒙
に
対

す
る
一
種
の
広
義
解
釈
」（
伊
藤
涼
訳
。『
学
際
化
す
る
中
国
学
』（
第
十
回
日
中
学

者
中
国
古
代
史
論
壇
論
文
集
）
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
を
紹
介
す
る

に
と
ど
め
よ
う
。
こ
の
論
文
は
啓
蒙
運
動
を
概
観
し
た
も
の
だ
が
、
中
国
明
末
で

は
、「
人
文
主
義
を
中
心
と
す
る
「
新
伝
統
」
を
開
始
・
形
成
し
た
が
、
そ
の
発
展

の
速
度
は
結
局
の
と
こ
ろ
緩
や
か
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
注
の
形
で
、
以
下
の
よ

う
な
高
翔
の
文
章
を
引
い
て
い
る
。

新
伝
統
は
市
場
経
済
の
迅
速
な
発
展
と
い
う
新
た
な
歴
史
条
件
に
根
ざ
し
て

お
り
、
新
興
の
市
民
階
層
は
そ
の
重
要
な
大
衆
的
基
盤
で
あ
る
。
新
伝
統
が

主
張
し
た
の
は
人
間
性
の
自
由
と
個
性
の
発
展
で
あ
り
、
追
求
し
た
の
は
物

の
享
受
と
生
活
の
楽
し
さ
で
あ
り
、
問
い
詰
め
批
判
し
た
の
は
儒
家
の
三
綱

五
常
・
礼
義
道
徳
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
人
文
主
義
の
色
彩
を
帯
び
る

価
値
観
は
、
新
伝
統
の
実
質
で
あ
り
神
髄
な
の
で
あ
る
。
明
末
か
ら
一
九
世

紀
中
頃
ま
で
、
中
国
社
会
で
存
続
し
て
き
た
新
伝
統
は
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
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か
ら
旧
来
の
伝
統
の
正
統
的
な
地
位
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

社
会
文
化
の
様
相
を
変
え
な
が
ら
、
当
時
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
、
観
念
の
変
遷
と
い
う
角
度
か
ら
、
中
国
社
会
が
少
し
ず
つ
三
綱
五

常
・
礼
義
道
徳
の
束
縛
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
精
神
力
と
知
的
支
援
を
提
供

し
た
。（
高
翔
：《
新
傳
統
的
興
起
―
晩
明
觀
念
變
遷
與
生
活
方
式
》〔
新
伝

統
の
興
隆
―
明
末
に
お
け
る
観
念
の
変
遷
と
ス
タ
イ
ル
〕、《
吉
林
大
學
學

報
》
二
〇
〇
八
年
第
五
期
）」

こ
こ
で
い
う
「
新
伝
統
が
主
張
し
た
の
は
人
間
性
の
自
由
と
個
性
の
発
展
で
あ

り
、
追
求
し
た
の
は
物
の
享
受
と
生
活
の
楽
し
さ
で
あ
り
、
問
い
詰
め
批
判
し
た

の
は
儒
家
の
三
綱
五
常
・
礼
義
道
徳
で
あ
る
」
を
押
し
出
す
根
本
の
思
考
を
、
た

と
え
ば
次
の
李
卓
吾
（
一
五
二
七－

一
六
〇
二
）
の
『
蔵
書
』「
世
紀
列
伝
総
目
前

論
」（
後
藤
基
巳
訳
）
の
「
是
非
の
論
」
に
見
て
お
こ
う
。

さ
て
前
三
代
（
夏か

・
殷い

ん

・
周し

ゆ
う）

に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
も
論
じ
ま
い
。
後
の

三
代
と
は
漢か
ん

・
唐と

う

・
宋そ

う

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
千
百
余
年
に
ま
っ
た

く
是
非
の
論
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
ま
さ
か
人
そ
れ
ぞ
れ
に
是
非
の
論
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
た
れ
も
が
み
な
孔
子
の
是
非
を
も
っ
て

是
非
と
し
た
が
た
め
に
、
ま
っ
た
く
是
非
が
な
い
の
と
お
な
じ
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
わ
た
し
は
ど
う
し
て
も
人
を
是
非
す
る
こ
と
を
や
め

る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
の
だ
。
そ
も
そ
も
是
非
の
争
い
は
四
季
の
循
環
と
お
な

じ
で
、
昼
夜
に
う
つ
り
か
わ
り
、
ひ
と
つ
と
こ
ろ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
昨

日
の
是
が
今
日
は
非
で
あ
り
、
今
日
の
非
が
後
日
ま
た
是
と
さ
れ
る
。
か
り

に
孔
夫
子
を
今
日
に
生
き
か
え
ら
せ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
ど
の
よ
う
な
是

非
を
た
て
る
か
は
知
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
い
き
な
り
こ

れ
が
定
本
だ
と
し
て
賞
罰
を
く
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。（
中
国
古
典
文

学
大
系
「
明
末
清
初
政
治
評
論
集
」
所
収
、
五
頁
。
平
凡
社
、
昭
和
四
六
年
）

ま
た
、
時
代
が
く
だ
っ
て
、
清
末
の
譚た
ん

嗣し

同ど
う
（
一
八
六
五－

一
八
九
八
）
も
、
エ
ー

テ
ル
を
す
べ
て
の
根
源
に
お
く
過
激
な
思
想
で
は
あ
る
が
、
広
い
意
味
で
新
伝
統

の
運
動
を
に
な
っ
た
思
想
家
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う （
６
）。
そ
の
『
仁じ

ん

学が
く

』
か
ら
引

い
て
み
よ
う
（
西
順
蔵
・
坂
元
ひ
ろ
子
訳
、
岩
波
文
庫
。
カ
ッ
コ
内
は
訳
者
注
）。

名
は
人
が
こ
し
ら
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
上
の
も
の
が
つ
か
っ
て
統

御
す
る
と
下
の
も
の
は
従
う
ほ
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
数
千
年
こ
の
か
た
、

三
綱
〔
君
は
臣
の
、
夫
は
子
の
、
夫
は
婦
の
元
締
め
〕、
五
倫
〔
君
子
、
父

子
、
夫
婦
、
兄
弟
、
朋
友
の
間
の
不
動
の
き
ま
り
〕
の
き
び
し
く
残
酷
な
害

毒
が
起
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
は
名
に
よ
っ
て
臣
に
足
か
せ

0

0

し
、
官
は
名

に
よ
っ
て
民
に
首
な
わ
を
か
け
、
父
は
名
に
よ
っ
て
子
を
抑
え
つ
け
、
夫
は

名
に
よ
っ
て
妻
を
し
ば
り
つ
け
、
そ
し
て
兄
弟
、
朋
友
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
を

か
か
げ
て
相
手
と
対
抗
し
た
。
こ
の
と
き
な
お
、
仁
の
か
け
ら
で
も
残
っ
て

い
た
ろ
う
か
。（
三
六
頁
）

孔
子
が
教
え
を
立
て
た
そ
の
当
初
は
、
古
来
の
学
を
棄
て
て
当
今
の
制
を
考

え
、
君
統
を
や
め
て
民
主
を
と
な
え
た
。
不
平
等
を
平
等
に
し
よ
う
と
、
努

力
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
荀
学
者
た
ち
は
、
真
意
は
す
て
お
い
て

皮
相
に
の
み
拘
泥
し
、
逆
に
、
君
主
に
最
上
最
大
の
権
を
与
え
て
、
孔
子
教

を
た
て
に
つ
か
っ
て
天
下
を
制
圧
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。
荀
学
と
い
う

や
つ
は
、
孔
子
教
の
精
髄
を
倫
常
の
二
字
〔
五
倫
＝
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・

兄
弟
・
朋
友
、
五
常
＝
仁
義
礼
智
信
。
儒
教
の
上
下
道
徳
〕
に
す
り
か
え
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
は
拠
乱
の
世
の
法
な
の
だ
。
そ
れ
に
、
拠
乱
の
世
の
こ
と
だ

と
し
て
も
、
倫
常
だ
け
で
、
そ
の
上
に
天
が
あ
る
こ
と
を
言
わ
な
い
の
は
、

片
手
落
ち
で
あ
る
う
え
に
、
つ
も
り
つ
も
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
害
悪
が
起
る
か
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わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。（
一
三
九－

一
四
〇
頁
）

人
生
に
お
い
て
、
五
倫
の
う
ち
朋
友
こ
そ
が
、
最
も
無
害
有
益
、
苦
は
す
こ

し
も
な
く
、
水
の
ご
と
く
淡
淡
た
る
楽
し
さ
が
あ
る
。
た
だ
交
友
は
え
ら
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
そ
の
わ
け
は
、
一
に
は
平
等
、
二
に
は
自
由
、

三
に
は
、
制
限
す
る
も
発
展
さ
せ
る
も
意
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
ま
と
め
て

言
え
ば
、
自
主
の
権
を
保
持
で
き
る
こ
と
な
の
だ
。
兄
弟
の
道
は
朋
友
に
近

く
、
二
番
目
と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
は
ど
れ
も
三
綱
の
網
が
か
ぶ
さ
っ
た
地

獄
で
あ
る
。（
一
七
二
頁
）

譚
嗣
同
は
引
用
文
の
最
後
（
一
七
二
頁
）
で
五
倫
の
束
縛
に
差
を
見
て
い
る （
７
）。

譚
嗣
同
は
自
国
の
倫
理
を
新
し
い
視
点
か
ら
見
て
批
判
し
て
い
る
の
だ
が
、
渡

辺
崋
山
は
西
洋
が
見
た
日
本
の
倫
理
を
次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
る
。

欧
邏
巴
夷い

人じ
ん

ノ
坒ひ

忍に
ん

ハ
、
其そ

の

性せ
い

ニ
可
レ
有
二
御
座
一
候
。
仁
ハ
姑こ

息そ
く

ニ
可
レ
有
レ

之
、
智
ハ
黠か

つ

ニ
可
レ
有
レ
之
、
義
ハ
利
ニ
可
レ
有
レ
之
、
依こ

れ
にレ

之よ
り

、
信
ズ
レ
バ
牢ろ

う

絡ら
く

ヲ
受
ケ
、
礼
ア
レ
バ
阿あ

謏ゆ

ヲ
容い

レ
、
其
為
ス
所
真し

ん

偽ぎ

百
ひ
や
く
し
ゆ
つ

出
、
人
ヲ
シ
テ
眩

惑
致
サ
セ
候
モ
ノ
、
皆
坒ひ

忍に
ん

之
性せ

い

、
其そ

の

基
本
ニ
可
レ
有
レ
之
候
。（『
外
国
事
情

書
』
日
本
思
想
大
系
五
五
、
二
七
頁
）。

日
本
思
想
大
系
の
佐
藤
昌
介
の
注
に
よ
れ
ば
、「
坒ひ

忍に
ん

」
は
「
ね
ば
り
づ
よ
い
こ

と
」、
さ
ら
に
「
西
洋
人
の
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
仁
と
は
一
時
の
が
れ
の
口
実
で

あ
り
、
智
と
は
わ
る
が
し
こ
い
こ
と
を
意
味
し
、
義
と
は
利
の
同
義
語
に
す
ぎ
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
崋
山
も
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
何
と
か
理
解
し
よ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、
仁
義
と
利
の
食
い
違
い
は
、『
孟
子
』
冒
頭

の
梁
の
恵
王
と
孟
子
の
問
答
に
も
見
え
て
い
る
。

倫
理
が
倫
理
の
名
目
に
縛
ら
れ
て
、
現
実
と
齟
齬
を
き
た
し
、
さ
ら
に
は
桎
梏

と
な
っ
て
展
開
し
て
い
く
様
相
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
地
域
、
局
面
で
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
先
人
の
説
を
多
く
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々
の

当
事
者
た
ち
の
な
ま
の
感
受
と
思
考
を
中
心
に
構
成
し
た
が
、
示
し
得
た
の
は
ほ

ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
の
齟
齬
、
桎
梏
は
お
そ
ら
く
私
た
ち
の
知
ら
な
い
所
に

隠
さ
れ
て
存
在
し
て
お
り
、
現
在
も
潜
行
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の

事
情
は
倫
理
の
世
界
に
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
子
安
宣
邦
『
伊
藤
仁
斎
の
世
界
』
が
縷
々
述
べ
て
い
る
が
、
子

安
は
一
方
で
、「
し
か
し
仁
斎
が
仁
義
礼
智
の
道
徳
と
人
性
と
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を

レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
概
念
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
き
、「
苟
も
拡

め
て
之
を
充
大
に
す
る
と
き
は
、
則
ち
能
く
仁
義
礼
智
の
徳
を
成
す
」
と
い
っ
て
い
る

こ
と
の
意
味
は
、
そ
れ
が
伝
え
る
情
緒
的
雰
囲
気
以
上
に
は
必
ず
し
も
私
に
明
ら
か
で

は
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
（『
伊
藤
仁
斎
の
世
界
』　

第
一
部
「
伊
藤
仁
斎
論
」
第
四

章
「
人
性
と
道
徳
と
の
間
」。
一
二
四
頁
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
子
安
は
、
仁

斎
が
、
人
性
と
道
徳
を
レ
ベ
ル
の
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、

そ
う
考
え
る
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。
両
者
は
、
個
（
人
性
）
と
社
会
（
道
徳
）
と
い

う
ふ
う
に
は
た
ら
く
局
面
が
異
な
る
だ
け
な
の
だ
。

（
2
）	

拙
稿
「
仁
斎
の
転
回
」『
啓
蒙
の
江
戸
』
所
収
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
七
年
）

（
3
）	

拙
稿
「
倫
理
が
羽
ば
た
く
」（「
梅
園
学
会
報
」
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
）。

（
4
）	

そ
の
他
、
本
稿
で
参
考
に
し
た
の
は
、
岩
見
輝
彦
『
三
浦
梅
園
の
聲
主
の
学
』
三
一

七－

三
二
〇
頁
）、
壷
井
秀
生
の
一
連
の
発
言
（「
梅
園
学
会
報
」
一
〇
号
、
一
一
号
、
一

四
、
一
五
号
、
小
川
晴
久
「『
玄
語
』
天
冊
活
部
天
神
の
思
想
」（「
梅
園
学
会
報
」
四
〇

号
、
二
〇
一
五
年
）、
壷
井
秀
生
『
三
浦
梅
園
の
思
想
体
系
―
自
然
と
道
徳
』（
一
九
九

三
年
）、
名
倉
正
博
「
儒
医
三
浦
梅
園
に
お
け
る
「
道
・
徳
」―
生
化
す
る
時
空
の
論
理

―
」（「
東
洋
文
化
」
復
刊
第
百
十
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。
名
倉
は
次
の
よ
う
に
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ま
と
め
て
い
る
（
一
一
頁
）。「「
天
・
命
」
と
い
う
「
天
・
人
」
の
相
反
す
る
関
係
が
想

定
さ
れ
、
人
の
道
徳
も
ま
た
「
玄
」
な
る
「
一
」、
即
ち
「
天
・
徳
」
と
、
そ
れ
に
基
づ

く
「
人
・
道
」
と
い
う
「
一
一
」
に
剖
析
さ
れ
た
の
で
あ
る
」。

（
5
）	
『
五
倫
談
』
と
い
う
五
巻
五
冊
の
本
が
、
寛
政
四
年
に
京
都
の
遵
古
堂
蔵
版
で
出
さ
れ

て
い
る
。
巻
首
に
「
榛
間　

源
勤
著
」
と
あ
る
。
赤
穂
藩
儒
村
上
中
所
で
あ
る
。
岩
垣

維
光
の
序
に
よ
れ
ば
、
遵
古
堂
を
創
設
し
た
岩
垣
龍
渓
の
高
足
の
弟
子
で
、
遵
古
堂
で

教
え
て
い
た
が
、
寛
政
十
一
年
に
教
師
職
を
岡
田
南
涯
に
譲
り
、
故
郷
赤
穂
の
儒
臣
と

な
っ
た
、「
姓
は
源げ

ん

、
名
は
勤き

ん

、
字あ

ざ
なは

子
慎
中ち

う

所し
よ

は
其
号
な
り
と
い
ふ
」。『
五
倫
談
』
は
、

明
の
『
五
倫
書
』（
宣
宗
＝
朱
瞻
基
の
撰
。
英
宗
の
正
統
一
二
年
（
一
四
四
七
）
上
梓
。

寛
文
八
年
に
は
和
刻
本
が
出
て
い
る
）
に
基
づ
き
、
童
蒙
教
科
書
用
に
国
字
で
書
い
た

も
の
と
言
う
。『
五
倫
談
』
と
い
う
題
箋
の
下
に
、
巻
一
か
ら
順
に
「
仁
・
義
・
礼
・
智
・

信
」
と
刷
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
容
は
五
常
が
中
心
。「
五
常
の
性
に
し
た
が
ひ
て
五

倫
の
道
を
行
ふ
」（
貝
原
益
軒
『
五
常
訓
』
巻
一
「
総
論
」）
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

（
6
）	

譚
嗣
同
と
『
仁
学
』
に
つ
い
て
は
、
坂
元
ひ
ろ
子
「
中
国
近
代
思
想
の
一
断
面
―
譚

嗣
同
の
以
太
（
エ
ー
テ
ル
）
論
―
」
に
詳
し
い
（「
思
想
」
七
〇
六
号
、
一
九
八
三
年

四
月
）。
譚
嗣
同
の
輪
郭
に
つ
い
て
だ
け
こ
こ
で
引
い
て
お
こ
う
。

			�	




そ
う
し
た
活
動
（
新
政
推
進
運
動－

引
用
者
注
）
中
に
光
緒
帝
の
命
を
受
け
て

入
京
、
わ
ず
か
な
期
間
で
あ
っ
た
が
康
有
為
ら
の
い
わ
ゆ
る
戊
戌
維
新
（
一
八
九

八
年
）
に
参
加
し
、
西
太
后
に
よ
る
政
変
に
遭
っ
て
刑
死
し
た
。
三
十
三
年
と
い

う
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
が
、「
万
丈
の
光
芒
を
は
い
て
一
瞬
に
し
て
飛
び
去
っ
た
彗

星
」（
梁
啓
超
）
の
ご
と
き
衝
撃
を
当
時
の
社
会
に
与
え
、
以
後
の
中
国
近
現
代
に

お
け
る
革
命
家
に
及
ぼ
し
た
思
想
・
行
動
面
で
の
影
響
も
多
大
な
人
で
あ
る
。
そ

の
政
治
思
想
に
は
君
主
専
制
・
名
教
へ
の
激
し
い
批
判
、
以
降
の
革
命
の
一
勢
力

と
な
っ
た
会
党
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
（
実
際
、
哥
老
会
と
接
触
を
も
っ
た
）、
ま
た
辛

亥
革
命
（
一
九
一
一
年
）
期
の
革
命
思
想
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
反
満
思
想

す
ら
み
ら
れ
、
変
法
派
の
中
で
の
急
進
派
、
左
派
で
あ
り
、
変
法
か
ら
革
命
へ
の

過
渡
的
な
政
治
思
想
を
表
現
し
た
、
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
7
）	

五
倫
の
う
ち
「
朋
友
」
を
重
要
視
し
た
の
は
明
末
陽
明
学
泰
洲
学
派
の
何
心
隠
（
一

五
一
七－

一
五
七
九
）
で
あ
る
。
そ
う
指
摘
し
た
森
紀
子
は
、
清
末
変
法
派
の
雄
譚
嗣

同
の
思
想
の
中
に
よ
り
明
確
な
形
の
「
朋
友
」
の
主
張
を
見
て
い
る
（『
転
換
期
に
お
け

る
中
国
儒
教
運
動
』
第
四
章
、
一
四
五－

一
五
一
頁
。
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇

〇
五
年
）。
日
本
で
も
例
え
ば
荒
井
堯
民
の
『
梧ご

坡は

教
諭
』（
文
政
七
、
八
年
序
）
巻
上

「
性
は
以
て
強し

ゐ

て
合が

つ

す
べ
か
ら
ず
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

			�




孟
子
の
友
に
匡き
や
う
せ
う章と
云い
ふ

あ
り
。
斉せ
い

国こ
く

の
賢
人
な
れ
ど
も
、
不
孝
の
聞
へ
あ
り
。
是

は
父
子
の
間あ

い
だ善

を
せ
む
る
に
因よ

つ

て
也
。
善
を
責せ

む

る
は
其そ

の

相あ
い
よ
ろ
こ

歓
（
な
か
の
よ
き－

左

訓
）
ぶ
に
至い

た
つて

は
骨
肉
よ
り
も
親
し
き
あ
れ
ば
、
其
の
密み

つ

契け
い

（
む
つ
ま
じ
き
）
の

処と
こ
ろよ
り
し
て
、
善
を
せ
む
べ
き
の
理り

あ
り
。
朋
友
五
倫
の
一い
つ

に
し
て
互た
が
いに
相あ
い

切せ
つ

磋さ

す
。（
二
オ
ウ
）

	

こ
れ
は
『
孟
子
』
離
婁
篇
下
の
話
を
引
い
た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
、「
父

子
」
に
対
比
し
て
「
朋
友
」
の
特
異
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
行
為
か
ら
五
倫
の
意

味
を
探
ろ
う
と
す
る
萌
芽
が
見
え
る
。
荒
井
堯
民
（
一
七
六
五－

一
八
二
五
）
は
大
田

錦
城
の
弟
子
。

付
記　
本
稿
は
第
四
四
回
梅
園
学
会
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
七
日
、
東
京
大
学
（
本
郷
）
山

上
会
館
）
で
「
伊
藤
仁
斎
の
逆
転
の
発
想
と
三
浦
梅
園
」
と
題
し
て
報
告
し
た
内
容
を
含
ん

で
い
る
。


